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年年 度 2024

授業コード 80935

授業科⽬ ⼤学数学⼊⾨

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署 農林海洋科学部

講義区分 講義

単位数 2.0

時間割 2学期: ⾦曜⽇４時限

講義開講時期 2学期

履修開始年次 1

メディア授業科⽬

区分1 令和5年度以降⼊学⽣

区分2 専⾨教育）専⾨科⽬（★DS・DX科⽬）

履修における注意点

資格等

担当教員
◎は代表教員です。

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

データサイエンスを学ぶ上で必要とされる数学の基礎を学ぶ

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

データサイエンス/AIでは、回帰、分類、クラスタリング、因果推論、ディープラーニングなどの様々な⼿法がある。これら⼿法の基礎としてベイズ確率
論、線形代数、微分積分、情報理論など数学の知識が必要である。本講義では、データサイエンスおよびAIの活⽤事例の紹介および今後の講義でデータサ
イエンス・AIを学ぶ上で必要な基礎数学について学習する。４つのクールに区分し実施する。

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE
BOOKS】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

◎ 岩尾 忠重 IoP共創センター

都筑 正⾏ 農林海洋科学部

富⽥ 幹次 農林海洋科学部

授業実施⽅法 主に対⾯（全開講回数の過半数）、⼀部オンライン

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)
データサイエンスやAIで必要とされる数
学基礎知識について学ぶまた、データサ
イエンスやAIの概要について理解する

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH)
Learn about the mathematical
foundations necessary for data science
and AI

授業科⽬の到達⽬標

1 データサイエンスやAIの概略の理解

2 微分積分の理解

3 線形代数の理解

4 確率の理解

5

この授業で⾝につける
「10+1の能⼒」

教員の実務経験の有無

この授業と
SDGsとの
関 連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】
AI、 データサイエンス、 線形代数、 統計確率、

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】
AIやデータサイエンスに興味を持つ⼈

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE
BOOKS】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

5 統計の理解

この授業で⾝につける
「10+1の能⼒」 専⾨分野に関する知識 論理的思考⼒

第1回

授業概要

第1講：授業の概要説明とデータサイエンス・AIの応⽤事例紹介

担当教員

岩尾 忠重

第2回

授業概要

第2講：データサイエンス・AIと数学の関係

担当教員

岩尾 忠重

第3回

授業概要

第3講：線形代数 (I)

担当教員

都筑 正⾏

第4回

授業概要

第4講：線形代数 (II)

担当教員

都筑 正⾏

第5回

授業概要

第5講：微分積分 (I)

担当教員

都筑 正⾏

第6回

授業概要

第6講：微分積分 (II)

担当教員

都筑 正⾏

第7回

授業概要

第7講：微分積分 (III)

担当教員

都筑 正⾏

第8回

授業概要

第8講：統計（I)

担当教員

富⽥ 幹次

第9回

授業概要

第9講：統計（II)

担当教員

富⽥ 幹次

教員の実務経験の有無

この授業と
SDGsとの
関 連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

本講義では幅広い知識と感覚が必要となるため周辺知識などの予習や復習に時間を作ることが必要
です

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE
BOOKS】 特に指定なし

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

秀 90点〜100
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準をはるかに上回る成績

優 80点〜89
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準を上回る成績

良 70点〜79
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、所定の課題について活⽤していると判定でき、標準的に達成してい
る⽔準程度の成績

可 60点〜69
点

標準的に達成している⽔準を下回るが到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握していると判定できる成績

不
可

59点以下 到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などが理解・把握できておらず、単位修得にふさわしくないと判定できる成績

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

5

この授業で⾝につける
「10+1の能⼒」

第10回

授業概要

第10講：確率(I)

担当教員

富⽥ 幹次

第11回

授業概要

第11講：確率(II)

担当教員

富⽥ 幹次

第12回

授業概要

第12講：確率(III)

担当教員

富⽥ 幹次

第13回

授業概要

第13講：ベイズ確率論

担当教員

岩尾 忠重

第14回

授業概要

第14講：データサイエンス⼿法概要(I)

担当教員

岩尾 忠重

第15回

授業概要

第15講：データサイエンス⼿法概要(II)

担当教員

岩尾 忠重

第16回

授業概要

第16講：データサイエンス・AIの活⽤

担当教員

岩尾 忠重

教員の実務経験の有無

この授業と
SDGsとの
関 連

授業形態

13



年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE
BOOKS】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワーに関する補⾜
授業終了後およびメールで事前予約

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

5

この授業で⾝につける
「10+1の能⼒」

教員の実務経験の有無
有
教員の実務経験との関連

この授業と
SDGsとの
関 連

4 質の⾼い教育をみんなに 8 働きがいも経済成⻑も 9 産業と技術⾰新の基盤をつくろう

授業形態 講義形式が中⼼
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年年 度 2024

授業コード 04038

授業科⽬ データ活⽤のためのプログラミング⼊⾨

英⽂科⽬名 Introduction to programming by Python

講義副題

開講責任部署 共通教育

講義区分 演習

単位数 2.0

時間割 1学期: ⽕曜⽇４時限

講義開講時期 1学期

履修開始年次 1

メディア授業科⽬

区分1 平成20年度以降⼊学⽣／令和６年度以降⼊学⽣

区分2 共通教育）教養科⽬⾃然分野／視野を広げる科⽬⾃然科学系領域

履修における注意点

資格等

ナンバリングコード

05-0226-21

02-0360-21

担当教員
◎は代表教員です。

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

1. 「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活⽤法を学ぶ．
2. Pythonの基本的な⽂法・規則を習得し，社会での実例を題材としてプログラミングによるデータ活⽤法を学ぶ．

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

デジタル社会においては，あらゆるものがインターネットを介して繋がり情報をデータとして交換・保存・共有され，これらのデータを分析しあらゆる分
野で利活⽤されている．データを「読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活⽤法を学び，社会での実例を題材とし
て，Pythonの各種モジュールを利⽤したプログラミングを通じてその活⽤法を⾝につけることを⽬的とする．Pythonプログラミング技術習得が主⽬的で
はなく，⾃分の興味のある分野のデータを⼊⼿し，基本統計量やグラフ等で可視化し，それを根拠に⾃⾝の考えを⽰す（EBPM）ことができる⼒を⾝に
つけることを⽬的とする．

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION
& REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE
TEXTBOOK / REFERENCE
BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

◎ 佐々⽊ 正⼈ 学術情報基盤図書館

授業実施⽅法 対⾯のみ

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE) データを扱う基本的な知識とプログラミ
ング等のスキルを学ぶ

授業科⽬の到達⽬標

1 順次，反復，分岐を含む簡単な処理を⾏うPythonプログラムを書いて実⾏できる．

2 CSVファイルを読み込んで，基本統計量が計算できる．

3 CSVファイルを読み込んで，折線グラフ・棒グラフ・散布図などで可視化できる．

4 可視化したグラフや基本統計量を根拠として，⾃分の考えをまとめ表現できる（EBPMの実践）．

この授業で⾝につ
ける「10+1の能
⼒ 」

⽐重・配分

⼩レポート

期末レポート

その他

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

ナンバリングコード

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】
数理・データサイエンス，Python，プログラミング，ビッグデータ，AI，データリテラシー

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

この授業を受けるための特別な知識やプログラミング経験は必要ありませんが，パソコンの基本操作ができることを前提とします．Pythonプログ
ラミング初学者であることを想定して解説しますので，⽂系・理系を問いません．これからの情報化社会で必須となる証拠にもとづく政策⽴案
（EBPM）の⼒を⾝につけたい⽅を歓迎します．

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

Pythonプログラミング実習は，JupyterLabデスクトップをパソコンにインストールして⾏います．毎回必ずパソコンを持参してください．

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION
& REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE
TEXTBOOK / REFERENCE
BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

この授業で⾝につ
ける「10+1の能
⼒ 」

情報に関するリテラシー 表現⼒ コミュニケーション⼒

第1回

授業概要

オリエンテーション
 ・授業概要・計画の説明
 ・社会で起きている変化とデータ・AI 利活⽤
 ・社会で活⽤されているデータ
 ・データ・AI 利活⽤のための技術
 ・データ・AI 利活⽤の最新動向

第2回

授業概要

データを読む
 ・データの種類
 ・データの分布
 ・代表値
 ・データのばらつき
 ・観測データに含まれる誤差

第3回

授業概要

プログラミング⾔語 Pythonと利⽤環境
 ・アルゴリズムとプログラミング
 ・プログラミング⾔語の種類と特徴
 ・Pythonと各種ライブラリ
 ・統合開発環境（IDE) Jupter Notebook
   PythonとJupter Notebookのインストール

第4回

授業概要

Python⼊⾨1
 ・データの種類 (整数, 実数，⽂字列, ...)
 ・簡単な計算 (式，演算⼦，四則演算，...)
 ・変数とは
 ・代⼊⽂と等号
 ・コメント
 ・関数とメソッド
   print()関数とinput()関数

第5回

授業概要

Python⼊⾨2
 ・⽂字列とは
  ・⽂字列操作
  ・⽂字列の演算⼦と数値
 ・ブール型と論理演算⼦
 ・リスト・辞書・タプル

⽐重・配分

⼩レポート

期末レポート

その他

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

ナンバリングコード

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION
& REVIEW AT HOME】

課題を出題（７題程度）するので，授業時間外でのプログラミング等の学習が必要です．また，授業中に終わらない課題・作業も次回
授業までに終わらせるようにしてください。授業時間外（主にオフィスタイム）でのオンライン・対⾯でのサポートを積極的に活⽤し
てください．

教科書・参考書【COURSE
TEXTBOOK  /  REFERENCE
BOOKS】

参考書：『これだけは知っておきたい データサイエンスの基本がわかる本』鈴⽊孝弘著，オーム社
参考書：『統計学図鑑』栗原伸⼀・丸⼭敦史著／ジーグレイプ制作，オーム社
参考書：『⾒て試してわかる機械学習アルゴリズムの仕組み 機械学習図鑑』 秋庭伸也・杉⼭阿聖・寺⽥学著／加藤公⼀ 監修，翔泳社
参考書：『Pythonによるデータ分析の教科書』 寺⽥学他著，翔泳社

 

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

この授業で⾝につ
ける「10+1の能
⼒ 」

第6回

授業概要

外部データの読み込み
 ・Pythonライブラリの利⽤(pandas等)
 ・外部ファイルデータの読み込み
 ・列・⾏データの表⽰，追加，削除
 ・データの集計，並べ替え，グラフ表⽰

第7回

授業概要

データを説明する
 ・データ表現
 ・Pythonでグラフ作成
   matplotlibモジュールによるグラフ作成
   （棒グラフ，積み上げ棒グラフ，円グラフ，箱ひげグラフ，⾯グラフ）

第8回

授業概要

第08回 Python⼊⾨3
 ・条件式と分岐
 ・処理の繰り返し

第9回

授業概要

データを扱う
 ・データの特徴や傾向をとらえる
   データの集計（和，平均，記述統計）
 ・データの並び替え
 ・ランキング
 ・エクセルやRの活⽤

第10回

授業概要

データの関係性をとらえる
 ・基本的なグラフ
   ⼤⼩関係，変化，要素の割合
 ・ばらつきをとらえるグラフ
   ばらつきの⽐較，データの関係性
 ・⾒やすいグラフの作成

第11回

授業概要

データの関係性から予測する（推測統計）
 ・回帰分析
 ・散布図と相関係数
 ・回帰直線による予測

第12回

授業概要

集めたデータを地図上にプロットする
 ・コンビニの位置（緯度，経度）データを集める
 ・データを地図上に表⽰する

第13回

授業概要

機械学習（AI）に挑戦１
 ・機械学習とは
 ・scikit-learnライブラリでの例
  ・「教師あり学習」で⼿書き数字の認識

第14回

授業概要

機械学習（AI）に挑戦２
 ・⼿書き数字[課題13]を認識させてみる
 ・AIの活⽤事例

第15回

授業概要

まとめ
 ・データサイエンスとSociety5.0
  ・AI, IoT, 5G/6G，ビッグデータ

⽐重・配分

⼩レポート

期末レポート

その他

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

ナンバリングコード

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION
& REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE
TEXTBOOK / REFERENCE
BOOKS】

参考書：『Pythonによるプログラミング⼊⾨』 森畑明昌著,東京⼤学教養学部テキスト(東京⼤学出版会)
参考書：『Python 1年⽣ 体験してわかる！会話でまなべる！プログラミングのしくみ』森巧尚著，翔泳社
参考書：『Python2年⽣ データ分析のしくみ』森巧尚著，翔泳社
参考書：『Python2年⽣ スクレイピングのしくみ』森巧尚著，翔泳社
参考書：『Python3年⽣ 機械学習のしくみ』森巧尚著，翔泳社

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜ その他：毎回の授業コメント（授業への積極的な参加度等）を評価する．

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

秀 90点〜100
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準をはるかに上回る成績

優 80点〜89
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準を上回る成績

良 70点〜79
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、所定の課題について活⽤していると判定でき、標準的に達成してい
る⽔準程度の成績

可 60点〜69
点

標準的に達成している⽔準を下回るが到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握していると判定できる成績

不
可

59点以下 到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などが理解・把握できておらず、単位修得にふさわしくないと判定できる成績

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜ オフィスアワー以外でも，研究室（メディアの森2F）で随時受け付けます．気軽にお越しください．

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

この授業で⾝につ
ける「10+1の能
⼒ 」

⽐重・配分

⼩レポート 40

期末レポート 50

その他 10

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

佐々⽊ 正⼈ ⽔曜⽇ １，２限 佐々⽊研究室（メディアの森2F，予約不要）

教員の実務経験の有無 無

授業形態
講義形式が中⼼ その他

講義で解説しながらプログラミング演習を⾏う．

18



年年 度 2024

授業コード 80937

授業科⽬ 基礎統計学

英⽂科⽬名 Introduction to Statistics

講義副題

開講責任部署 農林海洋科学部

講義区分 講義

単位数 2.0

時間割 1学期: ⽉曜⽇１時限

講義開講時期 1学期

履修開始年次 2

メディア授業科⽬

区分1 令和5年度以降⼊学⽣

区分2 専⾨教育）専⾨科⽬（★DS・DX科⽬）

履修における注意点

資格等

担当教員
◎は代表教員です。

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的【COURSE AIMS】 統計学の基礎および基本的なデータ解析⽅法を習得する。

授業の概要 

【COURSE SUMMARY】
統計学の基礎、および基本的なデータ解析⽅法を扱う。

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES /
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

⽒ 名 所 属

守⼝ 海 農林海洋科学部

◎ 井原 賢 農林海洋科学部

濵⽥ 和俊 農林海洋科学部

富⽥ 幹次 農林海洋科学部

郡 七海 農林海洋科学部

授業実施⽅法 対⾯のみ

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE) 統計学の基礎

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH) Basic statistics

授業科⽬の到達⽬標

1 主要な要約統計量の概念を説明でき、実際に計算できる。

2 不偏統計量の概念を説明できる。

3 点推定・区間推定と、統計的検定の関係を説明し、実際に区間推定および統計的検定を実⾏できる。

4 分散分析・共分散分析と線形回帰分析の関係について説明し、実際に分析を実⾏できる。

5 農学・環境科学における統計学の役割を説明できる。

この授業で⾝につ
ける「10+1の能
⼒ 」

⽐重・配分

⼩テスト

中間レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的【COURSE AIMS】

授業の概要 

【COURSE SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】
統計学

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES /
REQUIREMENTS】

⾼校で学んだ数学と統計学については復習しておくことが望ましい。
2022年度⼊学⽣のうち、⽣産環境管理学プログラムの学⽣は、本授業を履修するにあたり、授業科⽬の到達⽬標とカリキュラムマップ及び
授業計画を確認し、⾃⼰学習時間を設け、予習復習に努めてください。

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS
ENROLLMENT】

第6回~第11回は統計ソフト｢R｣を使いながら授業を進めるので、毎回PCを持参すること。

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

5

この授業で⾝につ
ける「10+1の能
⼒ 」

専⾨分野に関する知識 論理的思考⼒ 課題探求⼒

情報に関するリテラシー 表現⼒

第1回

授業概要

概説・ガイダンス・エクセル操作の基本

担当教員

井原 賢

第2回

授業概要

記述統計・記述統計量（ヒストグラム・平均）

担当教員

井原 賢

第3回

授業概要

統計学の使い道

担当教員

富⽥ 幹次

第4回

授業概要

記述統計量（バラツキの尺度：分散，標準偏差，変動係数）

担当教員

井原 賢

第5回

授業概要

応⽤演習1・第1クール振り返り

担当教員

井原 賢

第6回

授業概要

確率密度（質量）関数・累積分布関数、確率分布の種類、中⼼極限定理

担当教員

守⼝ 海

第7回

授業概要

最尤推定・不偏推定

担当教員

守⼝ 海

第8回

授業概要

標準誤差・標本分布と区間推定

担当教員

守⼝ 海

⽐重・配分

⼩テスト

中間レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的【COURSE AIMS】

授業の概要 

【COURSE SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES /
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】
毎回の内容を確実に理解するよう復習を⽋かさないこと。出された課題は必ず提出すること。

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】 教科書: 担当教員が適宜資料を配布します。
参考書: 担当教員が授業中に紹介します。

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

秀 90点〜100
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準をはるかに上回る成績

オフィスアワー

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

5

この授業で⾝につ
ける「10+1の能
⼒ 」

第9回

授業概要

区間推定・中間試験

担当教員

守⼝ 海

第10回

授業概要

区間推定と仮説検定・平均値の検定

担当教員

守⼝ 海

第11回

授業概要

平均値の差の検定

担当教員

守⼝ 海

第12回

授業概要

試験

担当教員

守⼝ 海

第13回

授業概要

相関分析

担当教員

濵⽥ 和俊

第14回

授業概要

回帰分析

担当教員

濵⽥ 和俊

第15回

授業概要

実験計画法の基礎

担当教員

濵⽥ 和俊

第16回

授業概要

応⽤演習4・第4クール振り返り（試験）

担当教員

濵⽥ 和俊

⽐重・配分

⼩テスト 75

中間レポート 25

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的【COURSE AIMS】

授業の概要 

【COURSE SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES /
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

優 80点〜89
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準を上回る成績

良 70点〜79
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、所定の課題について活⽤していると判定でき、標準的に達成してい
る⽔準程度の成績

可 60点〜69
点

標準的に達成している⽔準を下回るが到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握していると判定できる成績

不
可

59点以下 到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などが理解・把握できておらず、単位修得にふさわしくないと判定できる成績

オフィスアワー

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

5

この授業で⾝につ
ける「10+1の能
⼒ 」

⽐重・配分

⼩テスト

中間レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

守⼝ 海 ⽉ 3 農林海洋科学部1号館2-12

教員の実務経験の有無 無

授業形態 講義形式が中⼼
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年年 度 2024

授業コード 80938

授業科⽬ 基礎統計学

英⽂科⽬名 Introduction to Statistics

講義副題

開講責任部署 農林海洋科学部

講義区分 講義

単位数 2.0

時間割 1学期: ⽉曜⽇１時限

講義開講時期 1学期

履修開始年次 2

メディア授業科⽬

区分1 令和5年度以降⼊学⽣

区分2 専⾨教育）専⾨科⽬（★DS・DX科⽬）

履修における注意点

資格等

担当教員
◎は代表教員です。

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的【COURSE AIMS】 実験によって得られたデータの質を定量的に評価するための統計的⼿法を学ぶ。また統計的⼿法を適⽤する前提となる実験計
画法についても学ぶ。

関連科⽬名、関連科⽬コード番号 

【COMPUTER LINK / RELATED
COURSES】

「情報とデータリテラシー」
「データサイエンス⼊⾨」
「化学基礎実験」
「農芸化学基礎実験Ⅰ〜Ⅳ」

授業の概要 

【COURSE SUMMARY】

・実験データの整理⽅法と図表の作成（記述統計量、度数分布図）
・推測統計と確率分布（正規分布、t分布）
・統計的検定（t検定、F検定、分散分析）
・2変数の間の関係解析（相関分析、回帰分析）

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関
する補⾜

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関
する補⾜

⽒ 名 所 属

曵地 康史 農林海洋科学部

枝重 圭祐 農林海洋科学部

都筑 正⾏ 農林海洋科学部

◎ 森塚 直樹 農林海洋科学部

⽥中 壮太 農林海洋科学部

⽊場 章範 農林海洋科学部

島村 智⼦ 農林海洋科学部

授業実施⽅法 対⾯のみ

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE) 実験結果を統計的に解析する。

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH) Analysis of experimental data by using
statistics

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

5

この授業で⾝につけ
る「10+1の能⼒」

⽐重・配分

⼩テスト

⼩レポート

学習意欲・授業参加度

中間試験

中間レポート

期末試験

期末レポート

その他

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業とSDGs
との関連

授 業
形 態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的【COURSE AIMS】

関連科⽬名、関連科⽬コード番号 

【COMPUTER LINK / RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】
記述統計、推測統計、実験計画法、分析ツール、データサイエンス

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】
エクセルを⽤いた演習を⾏いますので、PCの操作に慣れていることが望ましい。

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関
する補⾜

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関
する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH)

授業科⽬の到達⽬標

1 量的データと質的データの違いを説明することができる。

2 量的データの質を記述統計によって評価することができる。

3 ⺟平均などの⺟数がどのような範囲にあるのかを標本から統計学的に推定できる。

4 処理の違いによって⽣じた2つの標本平均を⽐較することで、それらの⺟平均にも差があるかどうかを検定できる。

5 相関分析と回帰分析の違いを踏まえて、2変量の関係を解析できる。

この授業で⾝につけ
る「10+1の能⼒」 専⾨分野に関する知識 論理的思考⼒ 課題探求⼒

第1回

授業概要

エクセルの使い⽅（PC必須）

担当教員

⽥中 壮太,森塚 直樹

第2回

授業概要

グラフの作成（ただし2024年度は森塚と島村が担当）（PC必須）

担当教員

⽥中 壮太,森塚 直樹

第3回

授業概要

度数分布表とヒストグラム（PC必須）

担当教員

⽥中 壮太,森塚 直樹

第4回

授業概要

記述統計量（PC必須）

担当教員

森塚 直樹,⽊場 章範

第5回

授業概要

標準化と不偏推定量（PC必須）

担当教員

森塚 直樹,⽊場 章範

第6回

授業概要

推測統計学と確率分布の基本（PC必須）

担当教員

森塚 直樹,⽊場 章範

第7回

授業概要

正規分布とt分布（PC必須）

担当教員

⽊場 章範,都筑 正⾏

⽐重・配分

⼩テスト

⼩レポート

学習意欲・授業参加度

中間試験

中間レポート

期末試験

期末レポート

その他

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業とSDGs
との関連

授 業
形 態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的【COURSE AIMS】

関連科⽬名、関連科⽬コード番号 

【COMPUTER LINK / RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】
授業の復習を⼼がけ、理解できなかった点を配布資料や参考書などで調べること。

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

各担当教員がmoodleに資料と演習問題をアップロードします。
また以下の本を参考書としますが、いずれも必携ではありません。
マンガでわかる統計学、⼤上丈彦著（SBクリエイティブ）
⼊⾨統計学、栗原伸⼀著（オーム社）
⽣物・農学系のための統計学、平⽥昌彦編（朝倉書店）
基礎から学ぶ統計学、中原治著（⽺⼟社）

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関
する補⾜

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関
する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

5

この授業で⾝につけ
る「10+1の能⼒」

第8回

授業概要

統計的推定（PC必須）

担当教員

⽊場 章範,都筑 正⾏

第9回

授業概要

統計的検定（PC必須）

担当教員

⽊場 章範,都筑 正⾏

第10回

授業概要

誤差と統計的過誤（PC必須）

担当教員

都筑 正⾏,島村 智⼦

第11回

授業概要

F検定（PC必須）

担当教員

都筑 正⾏,島村 智⼦

第12回

授業概要

分散分析（PC必須）

担当教員

都筑 正⾏,島村 智⼦

第13回

授業概要

相関分析（PC必須）

担当教員

島村 智⼦,⽥中 壮太

第14回

授業概要

回帰分析（PC必須）

担当教員

島村 智⼦,⽥中 壮太

第15回

授業概要

理解度把握のための試験（対⾯実施、配布資料などの持ち込み条件については未
定）

担当教員

森塚 直樹

⽐重・配分

⼩テスト 0

⼩レポート 56

学習意欲・授業参加度 0

中間試験

中間レポート

期末試験

期末レポート

その他

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業とSDGs
との関連

授 業
形 態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的【COURSE AIMS】

関連科⽬名、関連科⽬コード番号 

【COMPUTER LINK / RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関
する補⾜

14回の授業の後に提⽰する演習課題をmoodleあるいは紙媒体で授業終了までに提出し、各回の⼩レポートとします（4点×14回）。15回⽬の授業で理解度
把握のための試験を対⾯で実施します（持ち込み条件については後⽇連絡します）。

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

秀 90点〜100
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準をはるかに上回る成績

優 80点〜89
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準を上回る成績

良 70点〜79
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、所定の課題について活⽤していると判定でき、標準的に達成してい
る⽔準程度の成績

可 60点〜69
点

標準的に達成している⽔準を下回るが到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握していると判定できる成績

不
可

59点以下 到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などが理解・把握できておらず、単位修得にふさわしくないと判定できる成績

オフィスアワー

オフィスアワーに関
する補⾜

授業内容に関する質問は、各回の担当教員に授業後などにお伝えください。授業実施⽅法や成績評価などに関する質問は、森塚
（moritsuka@kochi-u.ac.jp）までメールでお伝えください。

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

5

この授業で⾝につけ
る「10+1の能⼒」

⽐重・配分

⼩テスト

⼩レポート

学習意欲・授業参加度

中間試験 0

中間レポート 0

期末試験 44

期末レポート 0

その他 0

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

⽥中壮太 ⽉ 10時20分〜 授業後の教室など

⽊場章範 ⽉ 10時20分〜 授業後の教室など

島村智⼦ ⽉ 10時20分〜 授業後の教室など

森塚直樹 ⽉ 10時20分〜 授業後の教室など

都筑正⾏ ⽉ 10時20分〜 授業後の教室など

教員の実務経験の有無 無

この授業とSDGs
との関連 4 質の⾼い教育をみんなに 9 産業と技術⾰新の基盤をつくろう

授 業
形 態

講義形式が中⼼ 授業中や授業時間外のグループワークを
含む

その他
60分の講義後に30分程度の演習を⾏います。演習問題に
取り組む時、またmoodleから課題を提出する時、PCが必
須ですので、各⾃PCを必ず持参してください。
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年年 度 2024

授業コード 80939

授業科⽬ 基礎統計学

英⽂科⽬名 Introduction to Statistics

講義副題

開講責任部署 農林海洋科学部

講義区分 講義

単位数 2.0

時間割 1学期: ⽔曜⽇１時限

講義開講時期 1学期

履修開始年次 2

メディア授業科⽬

区分1 令和5年度以降⼊学⽣

区分2 専⾨教育）専⾨科⽬（★DS・DX科⽬）

履修における注意点

資格等

担当教員
◎は代表教員です。

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

様々な研究分野で⽤いられているデータ分析に必要な統計学の基礎知識と分析⼿法について学び、データを正しく読み取り活⽤する能⼒であるデータリ
テラシーの向上を⽬的とする。

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

１）統計学の基礎知識であるデータ（変数）の種類・記述統計量（平均値や標準偏差等）・確率分布（正規分布等）について、２）統計分析を理解する
上で重要な推測統計における信頼区間と仮説検定について、３）データの種類や⽬的に応じた推測統計の分析⼿法（t検定や回帰分析等）について学ぶ。

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】
統計学、データサイエンス、データリテラシー、仮説検定

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES  /  REQUIREMENTS】
数学の基礎知識

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

◎ 莚平 裕次 農林海洋科学部

授業実施⽅法 対⾯のみ

授業科⽬の到達⽬標

1 統計⽤語を正しく説明できる。

2 仮説検定について、複数の⼿法を挙げながら説明できる。

3 相関や線形回帰について説明できる。

4 グラフなどのデータを正しく読み取ることができる。

この授業で⾝
につける
「10+1の能
⼒ 」

専⾨分野に関する知識 ⼈類の⽂化・社会・⾃然に関する知識 論理的思考⼒

情報に関するリテラシー

⽐重・配分

⼩テスト

⼩レポート

期末試験

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS ENROLLMENT】
授業中にPCを使⽤します。

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

この授業で⾝
につける
「10+1の能
⼒ 」

第1回

授業概要

ガイダンス、第1章：統計学とは
評価のスケジュール：⼩レポートによって評価する。
授業時間外の学習：教科書の14~26ページを読んで予習・復習する。

担当教員

莚平 裕次

第2回

授業概要

第2章：⺟集団と標本
評価のスケジュール：⼩テストあるいは⼩レポートによって評価する。
授業時間外の学習：教科書の28~37ページを読んで予習・復習する。

担当教員

莚平 裕次

第3回

授業概要

第3章：統計分析の基礎
評価のスケジュール：⼩テストあるいは⼩レポートによって評価する。
授業時間外の学習：教科書の40~74ページを読んで予習・復習する。

担当教員

莚平 裕次

第4回

授業概要

第3章：統計分析の基礎
評価のスケジュール：⼩テストあるいは⼩レポートによって評価する。
授業時間外の学習：教科書の40~74ページを読んで予習・復習する。

担当教員

莚平 裕次

第5回

授業概要

第4章：推測統計〜信頼区間
評価のスケジュール：⼩テストあるいは⼩レポートによって評価する。
授業時間外の学習：教科書の76~102ページを読んで予習・復習する。

担当教員

莚平 裕次

第6回

授業概要

第4章：推測統計〜信頼区間
評価のスケジュール：⼩テストあるいは⼩レポートによって評価する。
授業時間外の学習：教科書の76~102ページを読んで予習・復習する。

担当教員

莚平 裕次

第7回

授業概要

第5章：仮説検定
評価のスケジュール：⼩テストあるいは⼩レポートによって評価する。
授業時間外の学習：教科書の104~128ページを読んで予習・復習する。

担当教員

莚平 裕次

第8回

授業概要

第5章：仮説検定
評価のスケジュール：⼩テストあるいは⼩レポートによって評価する。
授業時間外の学習：教科書の104~128ページを読んで予習・復習する。

担当教員

莚平 裕次

⽐重・配分

⼩テスト

⼩レポート

期末試験

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】
教科書を読んで予習・復習する。

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】 教科書 データ分析に必須の知識・考え⽅ 統計学⼊⾨（ソシム）
参考書 必要に応じて講義の中で紹介

成績評価の基準と⽅法【GRADING  POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

この授業で⾝
につける
「10+1の能
⼒ 」

第9回

授業概要

第6章：様々な仮説検定
評価のスケジュール：⼩テストあるいは⼩レポートによって評価する。
授業時間外の学習：教科書の130~156ページを読んで予習・復習する。

担当教員

莚平 裕次

第10回

授業概要

第6章：様々な仮説検定
評価のスケジュール：⼩テストあるいは⼩レポートによって評価する。
授業時間外の学習：教科書の130~156ページを読んで予習・復習する。

担当教員

莚平 裕次

第11回

授業概要

第7章：回帰と相関
評価のスケジュール：⼩テストあるいは⼩レポートによって評価する。
授業時間外の学習：教科書の158~184ページを読んで予習・復習する。

担当教員

莚平 裕次

第12回

授業概要

第7章：回帰と相関
評価のスケジュール：⼩テストあるいは⼩レポートによって評価する。
授業時間外の学習：教科書の158~184ページを読んで予習・復習する。

担当教員

莚平 裕次

第13回

授業概要

第9章：仮説検定における注意点
評価のスケジュール：⼩テストあるいは⼩レポートによって評価する。
授業時間外の学習：教科書の232~260ページを読んで予習・復習する。

担当教員

莚平 裕次

第14回

授業概要

第10章：因果と相関
評価のスケジュール：⼩テストあるいは⼩レポートによって評価する。
授業時間外の学習：教科書の262~280ページを読んで予習・復習する。

担当教員

莚平 裕次

第15回

授業概要

授業の振り返り
授業時間外の学習：教科書を読んで復習する。

担当教員

莚平 裕次

第16回

授業概要

期末試験
評価のスケジュール：期末試験によって評価する。
授業時間外の学習：教科書を読んで復習する。

担当教員

莚平 裕次

⽐重・配分

⼩テスト

⼩レポート

期末試験

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

秀 90点〜100
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準をはるかに上回る成績

優 80点〜89
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準を上回る成績

良 70点〜79
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、所定の課題について活⽤していると判定でき、標準的に達成してい
る⽔準程度の成績

可 60点〜69
点

標準的に達成している⽔準を下回るが到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握していると判定できる成績

不
可

59点以下 到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などが理解・把握できておらず、単位修得にふさわしくないと判定できる成績

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜ 事前にメール等でアポイントを取ること。

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

この授業で⾝
につける
「10+1の能
⼒ 」

⽐重・配分

⼩テスト 30

⼩レポート 40

期末試験 30

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

莚平 裕次 ⽉曜⽇ 4限 農林海洋科学部4号館1階 IV−1−10

教員の実務経験の有無 無

授業形態
講義形式が中⼼ その他

PCを⽤いた演習を含む

30



年年 度 2024

授業コード 80930

授業科⽬ データサイエンスの微分・積分

英⽂科⽬名 Introduction to Differential and Integral Calculus for Data Science

講義副題

開講責任部署 農林海洋科学部

講義区分 講義

単位数 2.0

時間割 1学期: ⽔曜⽇４時限

講義開講時期 1学期

履修開始年次 2

メディア授業科⽬

区分1 令和3年度以降⼊学⽣

区分2 専⾨教育）専⾨科⽬（★DS・DX科⽬）

履修における注意点

資格等

担当教員
◎は代表教員です。

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE AIMS】 データサイエンスをはじめとした農学関連科⽬の基礎を理解・習得する上で必須となる、微分・積分の概念から応⽤までを学ぶ。

関連科⽬名、関連科⽬
コード番号 

【COMPUTER LINK
/ RELATED
COURSES】

「80931：データサイエンスの線形代数」
「80933：農科のためのＡＩプログラミング」
「80935：⼤学数学⼊⾨」

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

本授業は令和5年度より農林海洋科学部に設置予定の次世代農業教育プログラムの科⽬であるが（令和4年度は先⾏実施）、微分・積分という⼤
学数学の基礎を学びデータサイエンスの数学的な素養を⾝につけることをテーマとし、授業は以下のように構成される（本シラバス中の授業計
画を参照）。

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

Webテキスト

【WEB TEXTBOOK / HOMEPAGE URL 】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

◎ 森 牧⼈ 農林海洋科学部

守⼝ 海 農林海洋科学部

授業実施⽅法 対⾯のみ

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)
微分・積分という⼤学数学の基礎を学び
データサイエンスの数学的な素養を⾝に
つける

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

⽐重・配分

中間試験

期末試験

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業とSDGsとの関連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE AIMS】

関連科⽬名、関連科⽬
コード番号 

【COMPUTER LINK
/ RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】
微分、積分、データサイエンス（DS）、デジタルトランスフォーメーション（DX）

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】
⾼校で学習した指数・対数や微分・積分を復習しておくこと。

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS ENROLLMENT】
授業において、ノートパソコンを使⽤することがある。

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

Webテキスト

【WEB TEXTBOOK / HOMEPAGE URL 】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

常微分・偏微分・全微分それぞれの概念を説明できる。
◎知識・理解（knowledge/understanding）
◎思考・判断（thinking/judgement）
 関⼼・意欲（interest/eagerness）
 態度等（positive attitude）
〇技能(技法)・表現（skill(technique)/expression）

2

積分・重積分それぞれの概念を説明できる。
◎知識・理解（knowledge/understanding）
◎思考・判断（thinking/judgement）
 関⼼・意欲（interest/eagerness）
 態度等（positive attitude）
〇技能(技法)・表現（skill(technique)/expression）

3

微分⽅程式の解法を列挙し、その原理をもとに⻑所・短所を含めて説明できる。
◎知識・理解（knowledge/understanding）
◎思考・判断（thinking/judgement）
 関⼼・意欲（interest/eagerness）
 態度等（positive attitude）
〇技能(技法)・表現（skill(technique)/expression）

4

農学関連分野およびデータサイエンスにおける、微分・積分の応⽤例を複数挙げて説明できる。
◎知識・理解（knowledge/understanding）
 思考・判断（thinking/judgement）
 関⼼・意欲（interest/eagerness）
 態度等（positive attitude）
◎技能(技法)・表現（skill(technique)/expression）

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

専⾨分野に関する知識 論理的思考⼒ 情報に関するリテラシー

第1回

授業概要

関数とは・指数・対数・三⾓関数の基本的な公式

担当教員

守⼝ 海

第2回

授業概要

極限

担当教員

守⼝ 海

第3回

授業概要

微分・偏微分の概念と基本公式

担当教員

守⼝ 海

第4回

授業概要

様々な関数の微分

担当教員

森 牧⼈

⽐重・配分

中間試験

期末試験

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業とSDGsとの関連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE AIMS】

関連科⽬名、関連科⽬
コード番号 

【COMPUTER LINK
/ RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

Webテキスト

【WEB TEXTBOOK / HOMEPAGE URL 】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

第5回

授業概要

テイラー展開・マクローリン展開

担当教員

森 牧⼈

第6回

授業概要

数値微分・ニュートン法

担当教員

森 牧⼈

第7回

授業概要

微分・偏微分の応⽤1: 収量・収益最⼤化・勾配の算出

担当教員

守⼝ 海

第8回

授業概要

中間テスト
微分・偏微分の応⽤2: 最尤推定・最⼩⼆乗法

担当教員

守⼝ 海

第9回

授業概要

積分・重積分の概念と基本公式

担当教員

守⼝ 海

第10回

授業概要

置換積分・部分積分

担当教員

森 牧⼈

第11回

授業概要

様々な関数の積分

担当教員

森 牧⼈

第12回

授業概要

数値積分・ルンゲクッタ法

担当教員

森 牧⼈

第13回

授業概要

積分・重積分の応⽤1: バイオマスの計量・成⻑モデル

担当教員

守⼝ 海

第14回

授業概要

積分・重積分の応⽤2: 応⼒と合⼒・放射束・密度と重量

担当教員

守⼝ 海

第15回

授業概要

積分・重積分の応⽤3: 連続ウェーブレット変換

担当教員

森 牧⼈

⽐重・配分

中間試験

期末試験

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業とSDGsとの関連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE AIMS】

関連科⽬名、関連科⽬
コード番号 

【COMPUTER LINK
/ RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】
各回の内容を⾃ら説明できるよう、必ず復習して理解しておくこと。

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】 適宜資料を配布するほか、講義内容に応じて参考書を指⽰する。

Webテキスト

【WEB TEXTBOOK / HOMEPAGE URL 】
必要に応じて指定する場合がある。

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

秀 90点〜100
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準をはるかに上回る成績

優 80点〜89
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準を上回る成績

良 70点〜79
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、所定の課題について活⽤していると判定でき、標準的に達成してい
る⽔準程度の成績

可 60点〜69
点

標準的に達成している⽔準を下回るが到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握していると判定できる成績

不
可

59点以下 到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などが理解・把握できておらず、単位修得にふさわしくないと判定できる成績

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜ できる限りメールで事前に予約のこと。

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

4

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

第16回

授業概要

期末テスト

担当教員

森 牧⼈

⽐重・配分

中間試験 50

期末試験 50

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

守⼝ 海 ⽔曜⽇ 5限 農林海洋科学部1号館2-12

森 牧⼈ ⽔曜⽇ 5限 農林海洋科学部4号館1-9

教員の実務経験の有無 無

この授業とSDGsとの関連 9 産業と技術⾰新の基盤をつくろう

授業形態 講義形式が中⼼ ⼝頭での質疑やディスカッションを含む
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年年 度 2024

授業コード 80931

授業科⽬ データサイエンスの線形代数

英⽂科⽬名 Introduction to Linear Algebra for Data Science

講義副題

開講責任部署 農林海洋科学部

講義区分 講義

単位数 2.0

時間割 2学期: ⽉曜⽇３時限

講義開講時期 2学期

履修開始年次 2

メディア授業科⽬

区分1 令和3年度以降⼊学⽣

区分2 専⾨教育）専⾨科⽬（★DS・DX科⽬）

履修における注意点

資格等

担当教員
◎は代表教員です。

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

⼀年次に学んだ「数理・データサイエンス・AI」に関わる基礎知識を前提として、さらに上位の数理論を理解するうえで要となる重要ツール「線形代
数」を理解する。

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

「スマート農業Ⅰ」
「データサイエンスの微分・積分」
「農⼯情報共創学」

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

 データサイエンス(DS)、データトランスフォーメーション(DX)に必要な基礎数学・応⽤数学は主に３つある。微積分学、線形代数学、統計学。どれが
⽋けても、いずれ実⽤問題(実データ)に当⾯するとき、「困った」ということになる。その意味では、できる限り早い年次でこれらについて学習し、そ
の基本をマスターしておくことが、社会に出て活躍するためには重要です。
初等統計学(基礎統計学)の段階では、線形代数をあまり必要としませんが、データのサイズが⼤きく、多様な情報を含んだものを対象とし、そのビッグ
データの中に潜む有⽤情報を抽出する場合や、ニューラルネットワークに代表される⼈⼯知能(ＡＩ)モデルを扱うときには、線形代数は、⾮常に有⽤で
強⼒な表現ツールとして必要になる。線形代数の表現⽅法をとらないまま、こうしたケースを扱おうとすると、表現⾃体が複雑になって、データに潜む
有⽤情報を可視化することができません。森林に例えれば、基礎統計学は⼀本⼀本の⽊の様相を知るには適しているが、(ブラジルの)アマゾンのよう
に、多種多様な⽊々が鬱蒼と茂っている森林地域の特徴抽出ではあまりに対象が膨⼤・多様で全体を俯瞰できません。しかし、「線形代数」という、
「数」を箱で扱う数理を利⽤することで、事の全体像の⾒通しが良くなる。諸君が⾼校時代に習った変数という箱はたった⼀つの数字しか⼊りませんで
した。そして、複数の数字が⼊る箱として、もう⼀つ、「ベクトル」というものを習いました。変数Xが⼀つしか数字を⼊れられないのに対して、ベク
トルは２つ以上の数字を横並びで⼊れることができる箱です。イメージで⾔えば、横に⻑い箱なわけで「⼀次元的に広がった箱」と⾔ってよいでしょ
う。その延⻑が、線形代数で使う「⾏列」(Matrix)というものです。これは縦にも横にも数字を並べることができるから、イメージで⾔えば「⼆次元的
に広がった箱」と⾔っても良いでしょう。線形代数では、この⼆次元的に広がった箱である「⾏列」をツールとして使います。「履修希望学⽣に求める

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT
PREPARATION &
REVIEW AT
HOME】

教科書・参考書
【COURSE
TEXTBOOK /
REFERENCE
BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

⽒ 名 所 属

◎ 河野 俊夫 農林海洋科学部

授業実施⽅法 主に対⾯（全開講回数の過半数）、⼀部オンライン

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE) −データ・サイエンスの要は線形代数−

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH) - Linear Algebra for Data Science -

授業科⽬の到達⽬標

1

2

この授業で⾝につける
「10+1の能⼒」

⽐重・配分

中間試験

期末試験

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業とSDGsとの関連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

もの」の欄でも述べたように、ツールを使うには「利⽤上の注意」というものがある。「⾏列」という、データサイエンスやデータトランスフォーメー
ションに不可⽋なツールを正しく適切に「使いこなす」には、この⾏列の性質(道具で⾔えば、使い勝⼿)を知る必要があります。線形代数の延⻑上に、
さらに複雑な現象を扱うことのできる「テンソル(Tensor)」というものがありますが、それを知りたい⼈はまずは、この線形代数というツールを「よく
使いこなしてから」学習することを勧めます。奥義を知るには基本が⼤切です。
この講義では、標準的な線形代数の学習ルートに沿って、⾏列のもつ諸性質を理解し、ツールとしてどう使えばよいのかを、順に解説していきます。最
初は連⽴⼀次⽅程式の解き⽅から始まります。これは中学で習うのだけれども、線形代数の性質はこの連⽴⼀次⽅程式の解き⽅ととても関係がある。そ
してまた、ビッグデータを扱う上で、理論的にはこう求められるが、計算精度の点ではこうしなくてはいけない、というような数値計算上のテクニック
も存在します。⾏列式、ベクトルとの関係、そして、線形空間や⼀次変換、固有値・固有ベクトルなどは、線形代数を理解する上での難所でもあるが、
これらの理解を通じて線形代数のツールとしての有⽤性が実感できるようになります。
指定教科書は必ず購⼊してください。最後まで、教科書をきれいな状態使っている⼈がいますが、購⼊したての本は、活字は載っていても、「⽩紙」の
本だと思ってよい。「本」というのは著者の好みの⽂体に沿って書かれていますので、⾃分に合った表現でないと「理解しにくい」という箇所が必ず出
てきます。その箇所に、「⾃分なりに理解した結果を⾃⾝の⽂体で書き込む」。それによってはじめて、「⾃分だけのオリジナル線形代数の学習本」
(My book)になり、線形代数を実⽤的に使うことができるようになります。

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】
線形代数、データ・サイエンス(DS)、デジタル・トランスフォーメーション(DX)、多変量解析

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

皆さんの多くは、実験で得たデータの解析や、もっと多くのデータを対象としたデータサイエンス、データトランスフォーメーションで「数学を利
⽤する⼈」です。数学者になるわけではないから、数学の定理などを「証明する」という訓練は必要ない。ただ、数学というツールを正しく適切
に利⽤するには「利⽤上のご注意」というものがある。「利⽤上のご注意」というものを知らずに道具を使うと、思わぬ結果をもたらし、誤った
判断に誘導される。
数学を学ぶ過程では、どうしても、結果に相当する「定理や公式」などが導かれる過程を⼀度でも知っておくことが⼤切です。⼀度でも⾼い⼭を
登ったことのある経験者は、未知の⼭を登る(未知の問題を解決する)にも経験則が働き、崖から転落せずに無事登頂することができる。これは別に
数学に限った話ではなく、学習科⽬⼀般に通ずる。
新しい科⽬の習得には、常に、「分からない」がつきまとう。「分からない」状態であっても、とりあえず⼿と頭を使って「考えながら”まね
る”」ということをやっているうちに、いつの間にか「分かる」状態になる。これが「学習」というものです。諸君もどこかで聞きかじっているだ
ろうが、「学ぶ」というのはもともと「まねぶ」から来ている。⼈間の頭というのは、まねているうちに、「まね」の中に潜在する要点(理解する
ためのポイント)を無⾃覚に整理していきます。その整理が付いたときに、「分かった!」という⼼理的に安堵した状態になる。だから、聞いたこと
をよく反芻して理解に努めてから寝ると、寝ている間に頭が整理されて、朝起きたときに、あるいは”夢のなかで”、昨⽇分からなかったことが分
かっていたり(=腑に落ちたり)する。ですから、まずもって、分からないなりにも、⼿と頭を使って聞いた内容を反芻してまね、課題を通じてもう
⼀回、今度は、分からない状態でも、いつか通った道（習った通り⽅=理解のルート）を思い出しながら、⾃分のまねた内容を頭に定着させるよ
う努⼒してみてください。

以下、この科⽬を受講するにあたって、諸君に求める「学習姿勢の要点」を⼆つ記す。
この２つを実⾏することを強く求めます。
(その①)本授業を履修するにあたり、「予習と復習」を必ず⾏ってください。
「予習」は授業を受ける際の理解のハードルを下げるために必要です。⼈間の脳というのは、新しい概念に接したときに、それまでに獲得した関
連知識を集合させますが、新しい概念に接した時点で必要な関連知識がないと、「分からない」という答えを出します。「分かる」ためには、
「あらかじめ」、今から分かろうとする内容について、予備知識を増やしておく必要がある。これが「予習」というものです。
また、「復習」は予習では理解し得なかった知識や理解の道筋の発⾒と実践⼒を定着させる重要な学習プロセスです。「どういう物事を⾃分は理
解しにくいのか」という「⾃分の特性」を把握・理解することが、「要領よく⾃分をバージョン･アップ」させる最短の⽅法です。復習のプロセス
は、その⾃分の特性を確認し、特性に合わせた理解の⽅法を発⾒することにつながります。そのことがとりもなおさず、内容の要諦をつかみ取る
早道で、実践⼒定着へと導いてくれます。
「授業はテレビ番組とは違います」。予習しないまま、授業時間に座って聞いてさえいれば「⾃動的に新しい知識を⾝につけさせてくれるもの」
(⽥植え機)ではありません。「学習は能動的」であり、「使える知識」「役に⽴つ知識」=”⾃分のツールにする”には、「⾃⾝の⼒で”知識を取っ
てくる”」という⾏為なくして「使えるもの、役に⽴つもの」にはなりません。そして、⾃分が当⾯する実⽤問題に対して「実際に使ってみるこ
と」、「応⽤できないかと考えること」、これが⼤切です。
野球のバットは、振り⽅は教えられるが、「打てるバット」になるには、相⼿の球の性質(実⽤問題の種類や特性)をしっかり把握して、「どうやれ
ば当たるかを⾃分で考え」、「実際に⾃分でバットを振ってみない限り」、打てるようにはならないのと同様です。
実⽤問題の種類は千差万別であり適⽤の⽅法は個別的で多種多様です。しかし、そのなかにあっても、共通する使い⽅はある。柔道にしろ、空⼿
にしろ、あるいは茶道にしろ、その道を究めるうえでは「共通する⽅法」、上達の「基本」というものがあり、それは「型」と呼ばれている。
「型」とは、先⼈が様々な修練ののちに体得した、その道を最も効率よくマスターするための⽅法、「エッセンス」です。線形代数にもこうした
「学びの型」があり、この講義でも、諸君には「型」を学んでもらいたい。「型」を学びとり、⾃分のツールとして⾝につけた時に初めて、「型
破り」で⾃由⾃在な使い⽅が可能となる。「型」を知らないでツールを振り回すのは「ハチャメチャ」であって、前提条件を知らないまま、使い
⽅を誤ることになる。それは基本(=型)の要諦をつかんだうえに成り⽴つ「型破り」とは異なるものです。

(その②)⽇本語で書いた本や新聞を普段から読んで、⽇本語の⽂意を理解できる⼒を付けてください。
「数学」というと、諸君のなかには「数式で記された公式」を頭に浮かべる⼈も多いかと思います。⾼校時代に解いてきた数学の問題では「公

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT
PREPARATION &
REVIEW AT
HOME】

教科書・参考書
【COURSE
TEXTBOOK /
REFERENCE
BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH)

授業科⽬の到達⽬標

1 学⽣は、線形代数の抽象的な理論表現に慣れ、多変量空間でのデータ分布をイメージできるようになる。

2 学⽣は、データ⾏列を様々な⾓度から眺め、分析することができるようになる。

この授業で⾝につける
「10+1の能⼒」 論理的思考⼒ 情報に関するリテラシー

⽐重・配分

中間試験

期末試験

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業とSDGsとの関連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

式」というツールを覚え、そのツールを使って解くのが数学の問題、という意識ではないでしょうか。線形代数をそれと同じように「公式で解く
もの」と思っていると、当てが外れて理解できなくなります。もちろん、線形代数にも記号を使った数式的な取扱いはありますから、⾼校数学の
延⻑で解ける問題もあります。
ただし、それらの記号数式的な取扱いの前提になる理論背景を理解することなしには、ツールとしての威⼒は半減します。⽵⼑(しない)の特性を知
らないままに剣道をするようなものです。ハチャメチャに振り回すことはできるが、打ち込みの際の⽵⼑のたわみを考慮していないなどで相⼿(問
題の核⼼)には当たらない。ツールの特性を知ってこそ、問題の急所に⼒が及び相⼿(問題)を倒し、データに含まれる隠された情報を取り出すこと
ができる。
「線形代数に出てくる定理のほとんどは⽂章で記されています」。つまり、⾼校数学の公式のように数式で書かれているわけではない。したがっ
て、⾼校時代に公式を覚えるのが得意だった⼈は特に注意が必要です。線形代数では⽇本語で書かれた定理を、ほぼ「⽂章的な形で覚えておく」
必要がある。記号的な形での定理はあまり出てこない(全くないわけではないが)。このため、⽂章で⽰された定理の内容を、うまくイメージで頭
の中に収める能⼒が要求される。このこともあって、「⽇本語で書いた本や新聞を普段から読んで、⽇本語の⽂意を理解できる⼒を付けてくださ
い」と記したわけです。「⽂章の形で書かれた定理の意味をイメージとして理解すること」。これが線形代数の内容理解のもう⼀つの要点になる。

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

積極的に学習する意欲のある受講者向けの科⽬です。単位認定にかかわる中間試験および期末試験の出題内容は「相応に難しい」ので、単位取得
に⾄るには、「毎回の予習・復習が絶対的に必要」になります。

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT
PREPARATION &
REVIEW AT
HOME】

教科書・参考書
【COURSE
TEXTBOOK /
REFERENCE
BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

この授業で⾝につける
「10+1の能⼒」

第1回

授業概要

(基礎知識確認テスト)
受講者の前提知識の確認を⾏い、講義の進め⽅を検討するためのテストです。
主として⾼校数学における関連事項に関する問題を出します。
問題によっては⾼校時代に履修していないものも含まれているかもしれませんが、
受講者の前提知識の確認が⽬的のテストですので、答えられない問題について
は、「⾼校や⼤学諸年次教育で習っていない」などの解答をしてください。
なお、この確認テストの結果は評価の点には含めません。

担当教員

河野 俊夫

第2回

授業概要

(連⽴⼀次⽅程式と⾏列)
「ガウスの消去法」という、連⽴⼀次⽅程式を解く⽅法について学習するととも
に、⾏列による表現⽅法の基礎について学ぶ。「ガウスの消去法」とは、端的に
⾔えば、諸君が中学時代に習った連⽴⼀次⽅程式の解き⽅の「⾏列版」です。途上
で「⾏列の基本変形」というものを学習します。ここで学ぶ「ガウスの消去法」
は、のちに学ぶ「ガウス・ジョルダンの消去法」の前半部分に相当しますが、こ
れらの消去法は、コンピュータで連⽴⼀次⽅程式を解かせる際にも使います。「連
⽴⼀次⽅程式」というと、中学時代の簡単な⽅程式ばかりを思い浮かべる諸君も
多いかと思いますが、これが基礎となって、例えば連⽴”微分”⽅程式をコンピュー
タに計算させる⽅法にもつながっていきます。

担当教員

第3回

授業概要

(⾏列の演算規則と基本⾏列)
⾏列の演算には、1個の数値しか⼊らない普通の変数とは異なる演算規則が様々あ
る。また、⼈間なら頭で論理的に計算できる逆⾏列も、コンピュータでは論理的
に答えを出せないことから、コンピュータに向いた計算⽅法が必要となる。「⾏
列の積」と「逆⾏列」という、数字の世界ではとても単純な計算であるものが、
複数の数字を含んだ⾏列の場合には、やや複雑な事情(演算規則)や性質があること
を学んでいく。前回学んだ「⾏列の基本変形」は、中学時代の消去法をなぞるやり
⽅であるが、この操作が実は「基本⾏列」というものを掛けることで同じことが
できること知る。そして、その応⽤によって、数字の世界で⾔う「逆数」に似た
「逆⾏列」の求め⽅を学習する。

担当教員

⽐重・配分

中間試験

期末試験

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無
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授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT
PREPARATION &
REVIEW AT
HOME】

教科書・参考書
【COURSE
TEXTBOOK /
REFERENCE
BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

この授業で⾝につける
「10+1の能⼒」

第4回

授業概要

(⾏列式の余因⼦展開)
⾼校数学で習う⾏列は、通常2⾏2列の簡単な正⽅⾏列(縦横が同じサイズの⾏列)
で、その逆⾏列を求めるにも簡単な公式がある。しかし、もっと⼤きな正⽅⾏列
に対する⾏列式を求めるには「余因⼦展開」という⽅法が必要になる。⾏列式
は、ガウスの消去法以外に、⼈間が論理的に連⽴⼀次⽅程式を直接計算する際の
「クラメルの公式」で役に⽴ってくる。
これに限らず、⾏列式は様々な分野で登場することから、その基本的な計算規則
を学ぶ。

担当教員

第5回

授業概要

(平⾯と空間のベクトル)
空間幾何学(空間図形学とイメージしても良い)としてのベクトルの利⽤とその性質
を確認するとともに、のちに学習する「グラムシュミットの直交化法」の基礎と
なる「正射影」について学習する。「ベクトル」については、⾼校時代に習って
いることかと思うが、卒業してしばらく離れている諸君は復習しておいてもらいた
い。特に「ベクトルの内積」は、のちに述べる「グラムシュミットの直交化法」
で⼤事な演算になる。また、合わせてベクトルの「外積」についても少し触れ
る。外積は、線形代数の先にあるテンソルとも関わりがあり、また、応⽤とし
て、固体の変形や流体の流れを扱うような分野にも使われる重要な概念です。

担当教員

第6回

授業概要

(⼀次独⽴、基底と次元)
線形代数を学ぶうえでの第⼀関⾨となる｢部分空間｣と「⼀次独⽴」について解説
するとともに、多次元空間での「基底」の考え⽅をもとに線形代数特有の記号が
登場する「次元」について詳しく学ぶ。これを学ぶにあたっては、⾼校までに習
っていると思われる「集合」について知っておくと概念を理解する上で助けにな
る。もし、現⾏の⾼校数学で「集合」を習っていない場合は、図書館等で簡単な
集合に関する本を読んでおくとよい。その際、「ベン図」(Benʼs Diagram)で集合
の論理記号の「and」や「or」を理解するとともに、集合での論理法則である
「ド・モルガンの法則」も知っておくこと、その後の学習に役⽴つ。これは⾔葉
の論理にも使える、とても応⽤範囲の広い法則です。
この回では、⾼校時代までに習う幾何学的な「ベクトル」だけでなく、「ベクト
ル」というものには⽮印で表現されたベクトルもあることを知る。「部分空間」
の概念はともすると抽象的であり、想像⼒を働かせながらイメージ理解すること
が求められるので、書かれてある⽂書表現を精密に読み取るように学習してもらい
たい。

担当教員

第7回

授業概要

(直交基底とグラムシュミットの⽅法)
⾼校数学までは「直交」とは単に「⾓度が90度」という意味で使っているが、3次
元以上の多次元空間での「直交」とは何かを考える。⾼校数学での単位ベクトル
の延⻑にある直交基底の概念を学ぶとともに、多変量解析の、例えば主成分分析
(PCA)などでも利⽤される「グラムシュミットの直交化法」について詳しく解説し
ていく。データに含まれる性質を端的な指標で表そうとする主成分分析では、三
次元以上の空間に散在するデータの広がりに対して、その平均から最もばらつきの
ある⽅向に主軸を引くことになる。その主軸を基本として、それに対して新しい意
味での直交する⽅向に座標を⽴てていく。これがグラムシュミットの直交化法で
ある。主成分分析など、多変量解析をデータサイエンス⼿法の⼀つとして⽤いる場
合には重要な概念となる。

担当教員

⽐重・配分

中間試験

期末試験

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無
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連科⽬コード番
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【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
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履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
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ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT
PREPARATION &
REVIEW AT
HOME】

教科書・参考書
【COURSE
TEXTBOOK /
REFERENCE
BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

この授業で⾝につける
「10+1の能⼒」

第8回

授業概要

(基底変換と⾏列)
同じベクトルを他の座標から⾒るとどう⾒えるか。座標変換する際に必要な「基
底変換」と⾏列の関係を学ぶ。これは多変量解析ではよく使われるものである。
例えば、「主成分分析」(PCA=Principal Component Analysis)は、多次元空間に
雲のように漂うデータの集合体に新しい座標軸(主成分軸)を引いていき、もともと
の座標軸では、⼀点のデータを表現するのに多数の座標値を必要とするのを、少
ない座標軸で表現できるようにする⼿法である。分かり易く⾔えば、同じデータ
のクラウド(集合体)を、別の座標から⾒ることで、少ない座標軸、すなわち、もっ
と少ない座標値で表現できるようにしようとするものである。データサイエンス
においては、こうした計算のしやすい座標軸をとることで計算速度が速くなるこ
とから、⾮常に重要な概念となります。

担当教員

第9回

授業概要

第8回までの振り返り講義と中間評価試験

担当教員

第10回

授業概要

(⼀次変換:核と像)
線形代数を学ぶ上での第⼆の関⾨となる「⼀次変換、核と像」について学ぶ。
「⼀次変換」というと、⾼校数学では、あるベクトルが移動して別のベクトルに
移るようなイメージのみで学習しているが、それだけでなく様々な使い⽅がある。
そして「核と像」は、記号的にそれぞれKerとImで表現される数学の概念だが、抽
象的なだけに理解しにくい部分がある。
例題を通じて、その概念のイメージを定着する解説を⾏う。核と像の理解の起点
は、実は中学で習う連⽴⼀次⽅程式です。これを別の視点(⾏列的視点)で⾒てい
き、2つの空間の⾏き来を通じてその概念を理解していきます。

担当教員

第11回

授業概要

(⼀次変換と⾏列)
⼀次変換の⾏列は⼈間には便利な⽅法だが、コンピュータが計算するには少し不便
である。データ解析の際にはコンピュータによる計算が⽋かせないことから、コ
ンピュータが計算し易い⼀次変換の⽅法について学ぶ。「⼀次変換」というと、
⾼校数学では単に、「あるベクトルが別のベクトルへ⾶ぶ」という規則のことだ
と、イメージ理解させられることが多い。もちろん、そのようなイメージ理解も線
形代数の理解ではとても⼤事であるが、こうした⼀次変換は、単に「⾶ぶ」とい
うイメージだけでなく、「⾏列をかける」という形で記号表現し得ることを学習
する。

担当教員

第12回

授業概要

(⾏列の相似性、固有値・固有ベクトル)
⼀次変換の⾏列は、基底の選び⽅によって変わる。⾼校数学で学ぶ単位⾏列のよ
うな簡単な基底を使って⼀次変換の⾏列を単純化できれば良いが、実はそうした
都合の良い⾏列は⾒つからないことが多い。そうした場合の⽅法を学ぶと共に、
線形代数の第三の関⾨であり、データサイエンスを理解するうえで⼤事な固有
値・固有ベクトルについて、その基本を学習する。線形代数は、ある⾏列Aを「計
算の都合に良い様々な⾏列に分解する」ということを教える。以前に学習した基
底変換の⾏列を使うことで、固有値や固有ベクトルを上⼿に得る⽅法について学
ぶ。固有値、固有ベクトルは多⽅⾯で利⽤される。多変量解析⼿法の⼀つである
主成分分析(PCA)の主成分軸を考える際にも使われている。

担当教員

第13回

授業概要

(対⾓化法)
固有値を求めるにも、例えばそれらが⾏列の対⾓線に並ぶような⾏列ができると
扱いが簡単になる。対⾓化可能な正⽅⾏列Aから、固有値が対⾓線に並ぶ⾏列を導
くための⽅法について、例題を通じて学んでいく。線形代数は、ある⾏列Aを「計
算の都合上便利様な⾏列に分解する」ということを教える。この講義で登場する
対⾓化法もその⼀つである。

担当教員

⽐重・配分

中間試験

期末試験

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業とSDGsとの関連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT
PREPARATION &
REVIEW AT
HOME】

⼤学の単位制度は、①教員が⾏う授業時間、および②学⽣が、授業の前後に教室外で予習・復習を⾏う時間の２つを合わせて45時間の学習時間を
確保することが前提となっています。
授業時間は90分(2時間とみなされます)×15回=30時間ですので、このほかに各⾃で15時間(1回あたりで平均すれば、各回1時間)の、教室外での予
習・復習が義務づけられています。
少なくとも予習・復習を合わせて1時間は最低限度、学修の時間を確保してください。
もちろん「最低限」に留まることなく、”⾃主的”、”積極的”に学修時間を確保することが望ましい。義務づけられた時間のみするのは「受け⾝」
であり、「最低限」の時間を越えて学習して初めて”積極的学習”ということになる。
数理ツールは「使ってこそ」、「使えるツール」になる。「履修希望学⽣に求めるもの」の欄でも記述したとおり、ツールは「実際に使ってみな
ければそのツールの意味や威⼒は分からない」。料理で使う包丁も、なぜあれほど多種多様なものが存在するのかは、様々な調理素材を切った経
験なしには分かりません。ここで扱う線形代数は、データ・サイエンスやデータ・トランスフォーメーションを扱う際の基本ツールの⼀つとなり
ます。

教科書・参考書
【COURSE
TEXTBOOK /
REFERENCE
BOOKS】

教科書：H.アントン著(⼭下純⼀翻訳)、新装版 アントンのやさしい線形代数、現代数学社。(購⼊必須)

⾼校数学ではあまり詳しく教えられることの少ない「集合」や「論理」、「写像」などは、線形代数に限らず数学全般を理解するうえで基本的で
重要です。
以下に⽰す参考書と合わせて次の本も併読すると、数学の本を紐解く際に、そこに書かれてある内容を「正確に理解する」助けになります。
 ⻘⽊純⼆ 著：数学の神髄〜論理・写像〜、東進ブックス。

参考書：(⾃分の学習進度や興味関⼼の度合いに応じて購読を勧める。ただし以下の図書は教科書程度の予備知識を前提とする)
(注意) 翻訳ものの参考書を読む際には、訳出⽇本語の⽰す意味を推定する必要が多々あるので、普段から⽇本語の読解⼒を⾼めておくこと。

1)薩摩順吉、四ッ⾕晶⼆共著：キーポイント 線形代数、岩波書店。
2)加藤⽂元、チャート式シリーズ ⼤学教養 線形代数、数研出版。
(特に、線形代数による実践的数値計算に興味がある場合)(英語)
3)William Ford, Numerical Linear Algebra with Applications using MATLAB, Academic Press(2014).

(機械学習との関連をざっくりと概要学習したい場合)
4)藤原幸⼀、スモールデータ解析と機械学習、オーム社。

(古い本のため、図書館での利⽤を勧める参考書)
5)柳井晴夫、⾼根芳雄 共著：現代⼈の統計 多変量解析法、朝倉書店。
6)ギルバート.ストラング著(⼭⼝昌哉監訳、井上 昭翻訳)：線形代数とその応⽤、産業図書。
7)N.R.ドレーパー、H.スミス共著(中村慶⼀訳)：応⽤回帰分析、森北出版。

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

この授業で⾝につける
「10+1の能⼒」

第14回

授業概要

(線形代数と数値計算)
数学を通じて「厳密解」というものに慣れ親しんでいると、なんでもかんでも厳密
解が求められるものだ、という意識になるかもしれない。例えばAx=bというよう
な、⾏列Aとベクトルbが与えられたときに、その解はAの逆⾏列を左からかける
ことで簡単に求められるように感じられるだろうと思うだろうが、コンピュータで
計算する場合には計算がうまくいく場合とうまくいかない場合ができる。⼈間は
数値を実数として理解するので、いくらでも精密な数値を表現できるが、コンピュ
ータは2進数でしか数値を理解できない。整数を扱う分には、⼈間の表現をそのま
ま正確にコンピュータは表現可能だが、⼩数になると話が違って、どうしても「誤
差」を⽣じる。コンピュータのCPUは「ビット」という、計算できる単位に限界
があることから、おのずと⼩数について表現可能な実数に制限が伴う。これが誤
差の要因となる。そうしたコンピュータがおのずと持つ、計算上の弱点を踏まえ
て、できる限り、その誤差を⼩さくするための⾏列計算の⼿法について学んでい
く。

担当教員

第15回

授業概要

(多変量解析と線形代数)
線形代数の記号論理の応⽤事例の⼀つとして、データサイエンスでよく使う多変
量解析について、これまでに学習した内容を復習しつつ、その適⽤⽅法を学んでい
く。実験・実習では、例えばフーリエ変換⾚外分光光度計(FT/IR)のような機器を
使って、ある物質に光を当てて得られるスペクトルから、その物質の濃度を推定
するようなことを⾏うことがある。通常、その機器に付属するソフトで計算すれ
ば、濃度推定できるわけだが、その濃度推定の過程には線形代数が深く関係してい
る。線形代数の数理がどのようにして濃度推定に役⽴っているかを解説し、これ
を通じて、線形代数の記号論理について学んでいく。

担当教員

第16回

授業概要

期末評価試験

担当教員

⽐重・配分

中間試験

期末試験

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業とSDGsとの関連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT
PREPARATION &
REVIEW AT
HOME】

教科書・参考書
【COURSE
TEXTBOOK /
REFERENCE
BOOKS】

(さらに進んだ学習を求める⼈に勧める参考書)
8)ギルバート・ストラング著(⽇本応⽤数理学会監訳、今井佳⼦、岡本 久監訳監事)：計算理⼯学、近代科学社。
9)James R. Scott著(豊⽥秀樹編訳)：統計学のための線形代数、朝倉書店。

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

秀 90点〜100
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準をはるかに上回る成績

優 80点〜89
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準を上回る成績

良 70点〜79
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、所定の課題について活⽤していると判定でき、標準的に達成してい
る⽔準程度の成績

可 60点〜69
点

標準的に達成している⽔準を下回るが到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握していると判定できる成績

不
可

59点以下 到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などが理解・把握できておらず、単位修得にふさわしくないと判定できる成績

オフィスアワー

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

【テーマ（英語）】(IN ENGLISH)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

この授業で⾝につける
「10+1の能⼒」

⽐重・配分

中間試験 40

期末試験 60

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

河野俊夫 講義後 河野研究室

教員の実務経験の有無 無

この授業とSDGsとの関連 4 質の⾼い教育をみんなに

授業形態 講義形式が中⼼
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年年 度 2024

授業コード 80933

授業科⽬ 農科のためのＡＩプログラミング

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署 農林海洋科学部

講義区分 講義

単位数 2.0

時間割 1学期: ⽊曜⽇１時限

講義開講時期 1学期

履修開始年次 3

メディア授業科⽬

区分1 令和3年度以降⼊学⽣

区分2 専⾨教育）専⾨科⽬

履修における注意点

資格等

担当教員
◎は代表教員です。

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

これまでに学習した、統計学や数学の基礎、および微分・積分や線形代数などの知識を活かしながら、データサイエンスの実践で必要となるブログラミ
ングのスキルを⾝につけていく。

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

「80930：データサイエンスの微分・積分」
「80931：データサイエンスの線形代数」
「80935：⼤学数学⼊⾨」

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

本授業は令和5年度より農林海洋科学部に設置予定の次世代農業教育プログラムのAI・プログラミング科⽬群の必修科⽬である。第１講から第５講にか
けては、プログラミングについて包括的に学ぶ。すなわち、プログラミング⾔語パイソン（Python）を⽤いて、条件分岐処理と基本的な⼊出⼒処理、
繰り返し処理、関数を⽤いたブログラミングおよびオブジェクト指向プログラムの基礎を学習する。第6講からは、プログラミングに必要なファイルの読
み込み、⽂字列から数値データへの変換、Pythonで数値計算を取り扱う際に必要なNumpyの基本的な使い⽅、⼈⼯知能（AI）の種類の紹介・ニューラ
ルネットワーク（NN）の基本構造についても学ぶ。さらに、第11講から第15講では⼈⼯知能技術の応⽤を扱う。すなわち、時系列データの処理（グラ
フィック含）に始まり、ニューラルネットワークRNN/LSTMによるその再現を⾏う。画像系の応⽤技術として、openCVを⽤いた簡単な画像解析、画像
認識に関する演習（アノテーション作業＋AI解析）および⼈⼯知能による物体検知に関しても演習する。

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

⽒ 名 所 属

◎ 森 牧⼈ 農林海洋科学部

守⼝ 海 農林海洋科学部

河野 俊夫 農林海洋科学部

授業実施⽅法 対⾯のみ

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)
プログラミング⾔語の基礎を習得すると
ともに、⼈⼯知能技術の基礎と応⽤を包
括的に学ぶ

授業科⽬の到達⽬標

1

2

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

⽐重・配分

⼩レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業とSDGsとの関連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】
⼈⼯知能、AI、農科、プログラミング、python、openCV、物体検知、画像認識、ニューラルネットワーク、機械学習

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

本授業科⽬は、次世代農業教育プログラムEPSA（Education Program for Smart Agriculture; 令和5年度（2023年度）より開設予定）のAI・プログ
ラミング実践コース（データ駆動型農業の理解・実践に必要な知識を⾼度に学ぶコース）の必修科⽬である。姉妹科⽬でもある「データサイエン
スの微分・積分」と「データサイエンスの線形代数」の２科⽬の履修が望ましい。

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1 学⽣は、Pythonを中⼼とした各種の計算⾔語を⽤いてデータサイエンスに関わる数値計算や⼈⼯知能モデルの構築ができるようになる。

2 学⽣は、⼈⼯知能(AI)の様々なモデルに関する数理論を理解するとともに、プログラミングを通じて、適切なモデルを選択して実践できるようになる。

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

専⾨分野に関する知識 論理的思考⼒ 課題探求⼒

情報に関するリテラシー 表現⼒ コミュニケーション⼒

第1回

授業概要

第１講：Pythonプログラミング環境の構築と簡単な四則演算

担当教員

守⼝ 海

第2回

授業概要

第２講：条件分岐処理と基本的な⼊出⼒処理

担当教員

守⼝ 海

第3回

授業概要

第３講：繰り返し処理（while⽂とfor⽂による数値計算)

担当教員

守⼝ 海

第4回

授業概要

第４講：関数を⽤いたブログラミング

担当教員

守⼝ 海

第5回

授業概要

第５講：オブジェクト指向プログラムの基礎

担当教員

守⼝ 海

第6回

授業概要

第６講：Pythonでのファイル操作・ファイルの読み込み(テキストファイル・バイ
ナリファイル)

担当教員

河野 俊夫

第7回

授業概要

第７講：Pythonの変数の型とその有効範囲(スコープ)

担当教員

河野 俊夫

⽐重・配分

⼩レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業とSDGsとの関連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】
各回の内容を⾃ら説明できるよう、必ず復習して理解しておくこと。

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

適宜資料を配布するほか、講義内容に応じて参考書を指⽰する。

(講義で使うPython⾔語の⽂法学習の参考書)
⼭⽥ 祥寛 著: 独習 Python、翔泳社。

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

秀 90点〜100 到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準をはるかに上回る成績

オフィスアワー

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

第8回

授業概要

第８講：様々なデータの取扱い(リスト・セットの利⽤)

担当教員

河野 俊夫

第9回

授業概要

第９講：Numpy基礎(1)〜Python数値演算ライブラリーの活⽤〜

担当教員

河野 俊夫

第10回

授業概要

第10講：Numpy基礎(2)〜Python数値演算ライブラリーの活⽤〜

担当教員

河野 俊夫

第11回

授業概要

第11講：時系列データの処理と簡単なグラフィック

担当教員

森 牧⼈

第12回

授業概要

第12講：⼈⼯知能による時系列データの再現〜ニューラルネットワーク
RNN/LSTMの適⽤に関する演習〜

担当教員

森 牧⼈

第13回

授業概要

第13講：openCVを⽤いた簡単なカメラ画像取得と簡単な解析

担当教員

森 牧⼈

第14回

授業概要

第14講：⼈⼯知能を活⽤した画像認識：アノテーション作業からAI解析まで

担当教員

森 牧⼈

第15回

授業概要

第15講：⼈⼯知能による物体検知に関する演習（YOLOの利⽤：対象物の検知）

担当教員

森 牧⼈

⽐重・配分

⼩レポート 100

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業とSDGsとの関連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

点

優 80点〜89
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準を上回る成績

良 70点〜79
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、所定の課題について活⽤していると判定でき、標準的に達成してい
る⽔準程度の成績

可 60点〜69
点

標準的に達成している⽔準を下回るが到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握していると判定できる成績

不
可

59点以下 到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などが理解・把握できておらず、単位修得にふさわしくないと判定できる成績

オフィスアワー

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

⽐重・配分

⼩レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

森 牧⼈ 講義後 森研究室

河野俊夫 講義後 河野研究室

守⼝ 海 講義後 守⼝研究室

教員の実務経験の有無 無

この授業とSDGsとの関連 4 質の⾼い教育をみんなに

授業形態
講義形式が中⼼ ⼝頭での質疑やディスカッションを含む 授業中や授業時間外のグループワークを

含む

45



年年 度 2024

授業コード 80936

授業科⽬ AI･データサイエンスの基礎

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署 農林海洋科学部

講義区分 講義

単位数 2.0

時間割 2学期: ⽕曜⽇１時限

講義開講時期 2学期

履修開始年次 2

メディア授業科⽬

区分1 令和5年度以降⼊学⽣

区分2 専⾨教育）専⾨科⽬（★DS・DX科⽬）

履修における注意点

資格等

担当教員
◎は代表教員です。

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

 ⾼知⼤学農林海洋科学部では、2023年4⽉より、DS（データサイエンス）や⼀次産業DX（デジタルトランスフォメーション）に関する科⽬群が新設さ
れ、これまでの⾼度な専⾨教育に加え、⽣物⽣産システムのスマート化や社会発展のための新技術開発・普及を牽引できる次世代の農学・海洋科学⼈材
の育成を⽬指している（https://www.kochi-u.ac.jp/agrimar/index.html）。当該授業「AI・データサイエンスの基礎」は本学部「数理・データサイエン
ス・ＡＩ教育プログラム 応⽤・基礎レベル」（⽂部科学省に認定申請予定）の同省指定の３つのカテゴリー「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」・「Ⅱ．
AI・データサイエンス基礎」・「Ⅲ．AI・データサイエンス実践」の中核科⽬として位置づけられる。

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

「情報とデータリテラシー」（１年次）
「データサイエンス⼊⾨」（１年次）
「⼤学数学⼊⾨」（１年次）
「データサイエンスの実践課題演習」（１年次）
「データ活⽤のためのプログラミング⼊⾨」（１年次）
「基礎統計学」（２年次）
「データサイエンスの微分・積分」（２年次）
「データサイエンスの線形代数」（２年次）
「農科のためのAIプログラミング」（３年次）
「⼀次産業DX概論」（１年次）
「AI技術の社会・産業への応⽤」（３年次）

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

本授業では、まず、データサイエンスとAIの基盤としての「データ」について様々な視点から学ぶ（デジタル／アナログ フォーマット，データの⼊出
⼒・保存）。次に、データサイエンスの概観を経て、ビッグデータの使⽤を前提に、、⼤規模⾔語モデル（Large Language Models、LLM）について学
ぶ。また、データサイエンスの基礎としての、「統計モデルと物理モデルの違い」・「因果推論」・「可視化」を理解する。AI（⼈⼯知能）に関しは、
機械学習や深層学習の歴史に基づき、AIの考え⽅から近年の発展が⽬まぐるしい⽣成AIまで包括的に学習する。最後に、AIの利⽤にあたり標準⾔語でも
ある「python」⾔語について初歩的に触れるとともに、ライブラリーの利⽤やデータ作成・解析まで広く学ぶ。

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求める
も の

【PREREQUISITES /
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

◎ 原 政之 農林海洋科学部

授業実施⽅法 対⾯のみ

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)
情報リテラシーをベースにデータサイエ
ンスや⼈⼯知能の基礎を数理学的に理解
する

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

⽐重・配分

⼩レポート

学習意欲・授業参加度

期末レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業と
SDGsとの
関 連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

データ、データサイエンス、AI、⼈⼯知能、デジタルトランスフォーメーション、DX、⼀次産業、スマート農業、クラウド、ビッグデータ、
ICT、 IoT、RT、機械学習、深層学習

履修希望学⽣に求める
も の

【PREREQUISITES /
REQUIREMENTS】

「情報とデータリテラシー」（１年次）と「データサイエンス⼊⾨」（１年次）の履修が前提となるが、第⼀次産業（農業・林業・⽔産業）の
デジタルトランスフォーメーション（DX）ならびに、AI・データサイエンスに興味がある学部学⽣の受講を歓迎する。

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS
ENROLLMENT】

・毎回、ノートパソコンを必ず持参すること

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

データの表現やアルゴリズムについて説明できる
◎知識・理解（knowledge/understanding）
◎思考・判断（thinking/judgement）
〇関⼼・意欲（interest/eagerness）
◎態度等（positive attitude）
〇技能(技法)・表現（skill(technique)/expression）

2

⼈⼯知能（AI）やデータサイエンスの基礎に精通し、それらを数理学的に説明できる。
◎知識・理解（knowledge/understanding）
◎思考・判断（thinking/judgement）
〇関⼼・意欲（interest/eagerness）
◎態度等（positive attitude）
〇技能(技法)・表現（skill(technique)/expression）

3

エクセルでは扱うことのできないようなビッグデータを処理できる。
◎知識・理解（knowledge/understanding）
〇思考・判断（thinking/judgement）
〇関⼼・意欲（interest/eagerness）
〇態度等（positive attitude）
◎技能(技法)・表現（skill(technique)/expression）

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

専⾨分野に関する知識 課題探求⼒ 情報に関するリテラシー

コミュニケーション⼒

第1回

授業概要

第１回 データとは(1)：データはデータサイエンスとAIの基盤
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

第2回

授業概要

第２回 データとは(2)：様々なデータ デジタル・アナログ フォーマット
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

第3回

授業概要

第３回 データとは(3)：データをつくる ⼊出⼒、保存 
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

⽐重・配分

⼩レポート

学習意欲・授業参加度

期末レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業と
SDGsとの
関 連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求める
も の

【PREREQUISITES /
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

第4回

授業概要

第４回 データサイエンス(1)：データサイエンス概観 
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

第5回

授業概要

第５回 データサイエンス(2)：巨⼤なデータ ビッグデータ、LLM 
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

第6回

授業概要

第６回 データサイエンス(3)：統計モデルと物理モデル 
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

第7回

授業概要

第７回 データサイエンス(4)：因果推論 
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

第8回

授業概要

第８回 データサイエンス(5)：様々な可視化 
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

第9回

授業概要

第９回 AI(1)：AI、機械学習および深層学習の歴史
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

第10回

授業概要

第10回 AI(2)：AIの考え⽅ 
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

第11回

授業概要

第11回 AI(3)：近年の発展が⽬まぐるしい⽣成AIについて
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

第12回

授業概要

第12回 演習(1)：Python⾔語の紹介 
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

⽐重・配分

⼩レポート

学習意欲・授業参加度

期末レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業と
SDGsとの
関 連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求める
も の

【PREREQUISITES /
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】 必要に応じて、教科書や参考書をすることがある。

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜ 学習意欲・授業参加度を40%、⼩レポート40%および期末レポート20%で成績を評価する

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

秀 90点〜100
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準をはるかに上回る成績

優 80点〜89
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準を上回る成績

良 70点〜79
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、所定の課題について活⽤していると判定でき、標準的に達成してい
る⽔準程度の成績

可 60点〜69
点

標準的に達成している⽔準を下回るが到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握していると判定できる成績

不
可

59点以下 到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などが理解・把握できておらず、単位修得にふさわしくないと判定できる成績

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

第13回

授業概要

第13回 演習(2)：Python⾔語のライブラリ利⽤ 
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

第14回

授業概要

第14回 演習(3)：Python⾔語でデータ作成・解析 
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

第15回

授業概要

第15回 授業全体の振り返りと総括 
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

⽐重・配分

⼩レポート 40

学習意欲・授業参加度 40

期末レポート 20

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

原 政之 ⽔曜⽇ ３限 農林海洋科学部４号館１階11号室

教員の実務経験の有無

この授業と
SDGsとの
関 連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求める
も の

【PREREQUISITES /
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜ 事前にメールで必ず予約すること。

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

⽐重・配分

⼩レポート

学習意欲・授業参加度

期末レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無 無

この授業と
SDGsとの
関 連

9 産業と技術⾰新の基盤をつくろう 14 海の豊かさを守ろう 15 陸の豊かさも守ろう

授業形態
講義形式が中⼼ ⼝頭での質疑やディスカッションを含む 授業中や授業時間外のグループワークを

含む
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年年 度 2025

授業コード 80949

授業科⽬ AI技術の社会･産業への応⽤

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署 農林海洋科学部

講義区分 講義

単位数 2.0

時間割 2学期: ⾦曜⽇１時限

講義開講時期 2学期

履修開始年次 3

メディア授業科⽬

区分1 令和4年度以降⼊学⽣

区分2 専⾨教育）専⾨科⽬（★DS・DX科⽬）

履修における注意点

資格等

担当教員
◎は代表教員です。

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

 ⾼知⼤学農林海洋科学部では、2023年4⽉より、DS（データサイエンス）や⼀次産業DX（デジタルトランスフォメーション）に関する科⽬群が新設さ
れ、これまでの⾼度な専⾨教育に加え、⽣物⽣産システムのスマート化や社会発展のための新技術開発・普及を牽引できる次世代の農学・海洋科学⼈材
の育成を⽬指している（https://www.kochi-u.ac.jp/agrimar/index.html）。当該授業「AI技術の社会・産業への応⽤」は本学部「数理・データサイエン
ス・ＡＩ教育プログラム 応⽤・基礎レベル」（⽂部科学省に認定申請予定）の同省指定の３つのカテゴリー「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」・「Ⅱ．
AI・データサイエンス基礎」・「Ⅲ．AI・データサイエンス実践」の中核科⽬として位置づけられる。

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

「情報とデータリテラシー」（１年次）
「データサイエンス⼊⾨」（１年次）
「⼤学数学⼊⾨」（１年次）
「データサイエンスの実践課題演習」（１年次）
「データ活⽤のためのプログラミング⼊⾨」（１年次）
「基礎統計学」（２年次）
「データサイエンスの微分・積分」（２年次）
「データサイエンスの線形代数」（２年次）
「農科のためのAIプログラミング」（３年次）
「⼀次産業DX概論」（１年次）
「AI・データサイエンスの基礎」（２年次）

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

本講義は、「AI・データサイエンスの基礎」を受講済みであることを前提とし、AI・データサイエンスの基礎的な知識を踏まえた上で、社会や産業に与
える影響を多⾓的に理解し、(1)現在、発展が著しい⽣成AI、(2)AIの利活⽤に不可⽋なビッグデータの取り扱い、(3)計算機と現実世界を直接結びつける
ことができるIoT技術、の３つについて知識とスキルを習得することを⽬的とする。 数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応⽤基礎レベル）の
リテラシーレベルの修得を前提として、AI・データサイエンス・データエンジニアリングの⼿法や、それらの社会実装について実践的に学ぶ。

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

◎ 原 政之 農林海洋科学部

授業実施⽅法 対⾯のみ

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE) AI・データサイエンスの応⽤

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

⽐重・配分

⼩レポート

学習意欲・授業参加度

期末レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業と
SDGsとの
関 連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

データ、データサイエンス、データエンジニアリング、AI、⼈⼯知能、デジタルトランスフォーメーション、DX、⼀次産業、スマート農業、農林⽔
産業、クラウド、ビッグデータ、ICT、 IoT、RT、機械学習、深層学習

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

「情報とデータリテラシー」（１年次）、「データサイエンス⼊⾨」（１年次）、「AI・データサイエンスの基礎」（２年次）の履修が前提となる
が、第⼀次産業（農業・林業・⽔産業）のデジタルトランスフォーメーション（DX）ならびに、AI・データサイエンスに興味がある学部学⽣の受
講を歓迎する。

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

・毎回、ノートパソコンを必ず持参すること

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

⽣成AIの利点とリスクを理解し、適切な利活⽤⽅法を検討できる。
◎知識・理解（knowledge/understanding）
◎思考・判断（thinking/judgement）
〇関⼼・意欲（interest/eagerness）
◎態度等（positive attitude）
〇技能(技法)・表現（skill(technique)/expression）

2

マイコンを⽤いたIoTの基礎技術を習得し、簡単なシステムを構築できる。具体的には、Arduino等のマイコンを⽤いて、センサーデータの取得、可視化、簡単な
分析までの⼀連のプロセスを体験する。
◎知識・理解（knowledge/understanding）
◎思考・判断（thinking/judgement）
〇関⼼・意欲（interest/eagerness）
◎態度等（positive attitude）
〇技能(技法)・表現（skill(technique)/expression）

3

農林海洋科学に関するビッグデータを取り扱うためのデータサイエンス・データエンジニアリング技術を習得し、解析できる。具体的には、Python等のプログラミ
ング⾔語を⽤いて、データハンドリング・多変量解析・可視化を⾏うモジュールを利⽤し、データ解析の⼀連のプロセスを体験する。
◎知識・理解（knowledge/understanding）
〇思考・判断（thinking/judgement）
〇関⼼・意欲（interest/eagerness）
〇態度等（positive attitude）
◎技能(技法)・表現（skill(technique)/expression）

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

専⾨分野に関する知識 課題探求⼒ 情報に関するリテラシー

コミュニケーション⼒

第1回

授業概要

第1回：AI・データサイエンス概説
「AI・データサイエンスの基礎」で学んだ内容を復習しつつ、より応⽤的な視点
からAIとデータサイエンスを概観する。近年のAI技術の発展（深層学習、強化学
習など）と、データサイエンスが果たす役割の変化について議論する。また、AI
の社会実装における倫理的・法的課題（責任、プライバシー、バイアスなど）に
ついても、事例を交えながら解説し、AIを社会実装する上での注意点、データリ
テラシーの重要性を理解する。
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

担当教員

原 政之

⽐重・配分

⼩レポート

学習意欲・授業参加度

期末レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

この授業と
SDGsとの
関 連

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

第2回

授業概要

第2回：⽣成AI概説
⽣成AIの基本的な仕組み（深層学習、LLMなど）についてそれらの原理を解説す
る。 ⽣成AI（画像⽣成、⽂章⽣成、⾳楽⽣成、コード⽣成など）の実例を紹介
し、それらの技術的な背景と応⽤可能性について議論する。また、⽣成AIが抱え
る課題（学習データの偏り、偽情報の⽣成、著作権侵害など）についても考察す
る。
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

担当教員

原 政之

第3回

授業概要

第3回：⽣成AI利活⽤のための基礎知識
⽣成AIの利点（創造性の⽀援、業務効率化、個別化されたサービスの提供など）
と⽋点（倫理的問題、偽情報の拡散、雇⽤の喪失など）を詳細に検討する。具体
的な事例（コンテンツ制作、創薬、教育など）を基に、⽣成AIをどのように活⽤
すれば社会に貢献できるのか、また、どのようなリスクを管理すべきかをグルー
プで議論しまとめる。
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

担当教員

原 政之

第4回

授業概要

第4回：⽣成AIの活⽤と課題
前回の授業内容を踏まえ数名のグループごとに⽣成AIの活⽤事例を調査してまとめ
た資料をもとに相互にプレゼンテーションを⾏う。事例の技術的な背景、社会的
影響、倫理的な課題などを多⾓的に分析し、議論を深める。発表と質疑応答を通
じて、⽣成AIに関する理解を深め、多⾓的な視点を養う。
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

担当教員

原 政之

第5回

授業概要

第5回：IoT概説
IoT（Internet of Things）の基本的な概念、構成要素（センサー、デバイス、ネ
ットワーク、クラウド、エッジコンピューティングなど）を解説する。IoTが多様
な分野（スマートホーム、スマートシティ、インダストリー4.0、スマート農業、
海洋モニタリングなど）でどのように活⽤されているのかを学び、その可能性と
課題について議論する。IoTにおけるデータセキュリティとプライバシー保護の重
要性についても強調する。
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

担当教員

原 政之

⽐重・配分

⼩レポート

学習意欲・授業参加度

期末レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

第6回

授業概要

第6回：マイコンを⽤いたIoTの演習(1) - センサーデータの取得と可視化
Arduinoなどのマイコンボードを⽤いて、IoTシステムの基礎を学ぶ。マイコン上
でのプログラムの実⾏、マイコンからのデータ取得を⾏う。
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

担当教員

原 政之

第7回

授業概要

第7回：マイコンを⽤いたIoTの演習(2) - データの加⼯と制御
環境モニタリングセンサーやアクチュエータ（LED、モーターなど）をIoTシステ
ムに組み込み、取得したデータをマイコン上のプログラムで扱えるようにする。
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

担当教員

原 政之

第8回

授業概要

第8回：マイコンを⽤いたIoTの演習(3) - クラウド連携とデータ分析
簡単なIoTシステムを構築する演習を⾏う。取得したデータを基に、簡単な閾値判
定や、ルールベースの制御を⾏うプログラムを作成する。
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

担当教員

原 政之

第9回

授業概要

第9回：IoTシステムの提案
グループ単位でIoTシステムを考案し、プレゼンテーションを⾏う。システムの⽬
的、構成、実現可能性、社会的影響などを説明し、議論を深める。プロトタイプ
のデモンストレーションも⾏うことが望ましい。発表と質疑応答を通じて、IoTシ
ステム設計の基礎を学ぶ。
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

担当教員

原 政之

第10回

授業概要

第10回：農林海洋科学に関わるビッグデータ概説
農林海洋科学に関わるビッグデータ（気象データ、⼟壌データ、海洋データ、⽣育
データ、リモートセンシングデータ、漁獲量データ、⾷料の流通データなど）の特
性と、その活⽤事例を解説する。データ収集、前処理、分析の基本的な流れを、
データエンジニアリングの観点から学ぶ。
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

担当教員

原 政之

⽐重・配分

⼩レポート

学習意欲・授業参加度

期末レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

第11回

授業概要

第11回：農林海洋科学に関わるビッグデータの取り扱い(1) - データハンドリング
と前処理
Pythonと関連モジュール（pandas, NumPyなど）を⽤いて、農林海洋科学分野の
ビッグデータ（CSV, JSON, grib、netCDFなど）を読み込み、基本的なデータハン
ドリング（データの抽出、結合、集計など）を⾏う演習を⾏う。
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

担当教員

原 政之

第12回

授業概要

第12回：農林海洋科学に関わるビッグデータの取り扱い(2) - データの可視化と探
索的データ分析
農林海洋科学分野のビッグデータを可視化する演習を⾏う。可視化した結果を基
に、データの分布や変数間の関係を把握する。また、探索的データ分析を通じ
て、データの特性を理解し、分析の⽅向性を検討する。
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

担当教員

原 政之

第13回

授業概要

第13回：農林海洋科学に関わるビッグデータの取り扱い(3) - 機械学習による分析
機械学習アルゴリズム（回帰、分類、クラスタリング、次元削減など）を適⽤し、
農林海洋科学分野のビッグデータを分析する演習を⾏う。モデルの構築、評価、
パラメータチューニング、モデルの解釈を⾏う。グループごとに、テーマを設定
し、データセット・解析⼿法を選び、協同で解析を進める。
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

担当教員

原 政之

第14回

授業概要

第14回：学⽣プレゼンテーション(3) ビッグデータ分析プロジェクトの成果発表
グループごとに取り組んだビッグデータ分析プロジェクトの成果を発表する。デー
タの選定、分析⼿法、結果の解釈、考察、社会実装の提案などを説明し、議論を
深める。
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

担当教員

原 政之

⽐重・配分

⼩レポート

学習意欲・授業参加度

期末レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無
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SDGsとの
関 連
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関
連科⽬コード番
号  

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】 教科書 必要に応じて講義の中で紹介
参考書 応⽤基礎としてのデータサイエンス 改訂第2版 北川源四郎／⽵村彰通・編 講談社

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜ 学習意欲・授業参加度を40%、⼩レポート40%および期末レポート20%で成績を評価する

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜ 事前にメールで必ず予約すること。

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

第15回

授業概要

第15回 授業全体の振り返りと総括 
講義全体を振り返り、AI技術の社会・産業への応⽤に関する理解を深める。今後
のAI技術の発展と、それが社会にもたらす影響について議論し、学⽣が将来どの
ようにAI技術と関わり、社会に貢献できるかを考察する。
＜評価のスケジュール＞
話題提供後の討論への参加態度や貢献度、授業後に課すレポートの内容を評価す
る
＜授業時間外学習＞
授業後の2時間の復習と授業前の2時間の予習は⽋かさず⾏うこと

担当教員

原 政之

⽐重・配分

⼩レポート 40

学習意欲・授業参加度 40

期末レポート 20

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

原 政之 ⽔曜⽇ ３限 農林海洋科学部４号館１階11号室

教員の実務経験の有無 無

この授業と
SDGsとの
関 連

9 産業と技術⾰新の基盤をつくろう 14 海の豊かさを守ろう 15 陸の豊かさも守ろう

授業形態
講義形式が中⼼ ⼝頭での質疑やディスカッションを含む 授業中や授業時間外のグループワークを

含む
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年年 度 2024

授業コード 80934

授業科⽬ ⼀次産業DX概論

英⽂科⽬名 Introduction to DX for Primary Industries

講義副題

開講責任部署 農林海洋科学部

講義区分 講義

単位数 2.0

時間割 1学期: ⽊曜⽇１時限

講義開講時期 1学期

履修開始年次 1

メディア授業科⽬

区分1 令和5年度以降⼊学⽣

区分2 専⾨教育）専⾨科⽬（★DS・DX科⽬）

履修における注意点

資格等

担当教員
◎は代表教員です。

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

１．⼀次産業（農業・⽔産業・畜産業・林業）が現在抱える課題について理解する

２．デジタルトランスフォーメーション（DX）がどのようなものかについて理解する

３．実際の課題に対応したDX化の取り組みについて関⼼を持つことができる

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

⼀次産業は我々の⽣活を⽀える上で必要不可⽋だが、⾼齢化や担い⼿減少といった深刻な問題を抱えている。これらの問題の解決や新たな価値の創出の
ために、⼀次産業におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）の推進が期待されている。本授業では、⽇本の⼀次産業の特徴や現状を踏まえつ
つ、なぜDX推進が必要なのか、DXは何を可能にしうるのかを学ぶ。⽇本の主要な⼀次産業である農業・畜産業・⽔産業・林業ごとに、デジタル技術や
DX化の実例の紹介を通して、⼀次産業DXについて包括的な理解を⽬指す。

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

◎ 都筑 正⾏ 農林海洋科学部

松川 和嗣 農林海洋科学部

富⽥ 幹次 農林海洋科学部

莚平 裕次 農林海洋科学部

授業実施⽅法 主に対⾯（全開講回数の過半数）、⼀部オンライン

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

⼀次産業（農業、⽔産業、畜産業、林
業）において推進が期待されるデジタル
トランスフォーメーション（DX）につい
て、概要を学ぶ

授業科⽬の到達⽬標

1 ⼀次産業（農業・⽔産業・畜産業・林業）が現在抱える課題について理解し、他者に説明できる

2 デジタルトランスフォーメーション（DX）がどのようなものかについて理解し、他者に説明できる

3 実際の課題に対応したDX化の取り組みについて関⼼を持ち、具体的な⽅法を⾃分で考え出すことができる

この授業で⾝
につける
「10+1の能
⼒ 」

⽐重・配分

⼩レポート

中間レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】
⼀次産業、デジタルトランスフォーメーション（DX）、デジタル技術、データサイエンス、AI

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】
⼀般教養レベルの⼀次産業および情報処理に関する知識があることが好ましいが、興味・関⼼があることが重要。

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

この授業で⾝
につける
「10+1の能
⼒ 」

専⾨分野に関する知識 ⼈類の⽂化・社会・⾃然に関する知識 論理的思考⼒

課題探求⼒ 情報に関するリテラシー 倫理観

第1回

授業概要

授業ガイダンスと⼀次産業のDX推進の概要（富⽥）

担当教員

富⽥ 幹次

第2回

授業概要

⽇本の農業の現状と課題（都筑）

担当教員

都筑 正⾏

第3回

授業概要

農業DXの取り組み①：デジタル技術で農業を改善する（都筑）

担当教員

都筑 正⾏

第4回

授業概要

農業DXの取り組み②：デジタル技術で農業を解読する（都筑）

担当教員

都筑 正⾏

第5回

授業概要

農業DXの将来と講義の⼩括（都筑）

担当教員

都筑 正⾏

第6回

授業概要

⽔産業の現状と課題（莚平）

担当教員

莚平 裕次

第7回

授業概要

漁業におけるデジタル技術の活⽤（莚平）

担当教員

莚平 裕次

第8回

授業概要

養殖業におけるデジタル技術の活⽤（莚平）

担当教員

莚平 裕次

第9回

授業概要

DXがもたらす将来の⽔産業（莚平）

担当教員

莚平 裕次

⽐重・配分

⼩レポート

中間レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】
授業で扱った内容について、⾃分で調べてきちんと理解すること。

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】 参考資料については授業時に適宜紹介します。

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜ 授業ごとの⼩レポート40%、授業に関するレポートあるいは試験60%（担当者ごとに授業内で指⽰する）で総合的に成績を評価する。

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

秀 90点〜100
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準をはるかに上回る成績

優 80点〜89
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準を上回る成績

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

この授業で⾝
につける
「10+1の能
⼒ 」

第10回

授業概要

畜産業とDXとの関わり（松川）

担当教員

松川 和嗣

第11回

授業概要

家畜の繁殖管理のDX（松川）

担当教員

松川 和嗣

第12回

授業概要

飼料・草地・畜舎管理のDX（松川）

担当教員

松川 和嗣

第13回

授業概要

家畜の飼養管理および畜産経営のDX（松川）

担当教員

松川 和嗣

第14回

授業概要

⽇本の林業の現状と課題（富⽥）

担当教員

富⽥ 幹次

第15回

授業概要

デジタル技術を活⽤した森林管理とスマート林業（富⽥）

担当教員

富⽥ 幹次

第16回

授業概要

⿃獣による林業被害対策へのデジタル技術活⽤＋講義のまとめ（⾯⽩かったレポ
ートの紹介や質問に答えたり、総括する）（富⽥）

担当教員

富⽥ 幹次

⽐重・配分

⼩レポート 40

中間レポート 60

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的
【COURSE
AIMS】

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES / REQUIREMENTS】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION & REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE TEXTBOOK / REFERENCE BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

成績評価に関する補⾜

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

良 70点〜79
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、所定の課題について活⽤していると判定でき、標準的に達成してい
る⽔準程度の成績

可 60点〜69
点

標準的に達成している⽔準を下回るが到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握していると判定できる成績

不
可

59点以下 到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などが理解・把握できておらず、単位修得にふさわしくないと判定できる成績

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜ ⽊曜⽇16時以降（全員）、予め連絡すること

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

この授業で⾝
につける
「10+1の能
⼒ 」

⽐重・配分

⼩レポート

中間レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

都筑 正⾏ ⽊曜⽇ 16時以降

松川 和嗣 ⽊曜⽇ 16時以降

富⽥ 幹次 ⽊曜⽇ 16時以降

莚平 裕次 ⽊曜⽇ 16時以降

教員の実務経験の有無 無

授業形態 講義形式が中⼼
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年年 度 2024

授業コード 04040

授業科⽬ データサイエンス実践課題演習

英⽂科⽬名 Practical Exercise for Data Science

講義副題

開講責任部署 共通教育

講義区分 演習

単位数 2.0

時間割 1学期: 集中講義

講義開講時期 1学期

履修開始年次 1

メディア授業科⽬

区分1 平成20年度以降⼊学⽣／令和６年度以降⼊学⽣

区分2 共通教育）教養科⽬⾃然分野／視野を広げる科⽬⾃然科学系領域

履修における注意点

資格等

ナンバリングコード

05-0226-21

02-0360-21

担当教員
◎は代表教員です。

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的【COURSE
AIMS】

Matlabを利⽤するPBL (Problem Based Learning)を通じて、データサイエンス・AIを活⽤して初歩的な画像認識技術について⼀連のプロセ
スをグループワークとして体験すると共に、分析結果から起きている事象の意味合いを理解する。

関連科⽬名、関連科⽬コー
ド番号 

【COMPUTER LINK /
RELATED COURSES】

「さわってわかるAI講座 〜基礎理論からクラウドサービスを使った実践まで〜」
「データ活⽤のためのプログラミング⼊⾨」
「DXとビジネス創出」

授業の概要 

【COURSE SUMMARY】

グループ学習を主体とした課題探求型の実習形式で実際の課題を解決するようなデータをプログラムによって処理し、結果をまとめる過程
を通じて数理・データサイエンス・AIの基礎を学びます。

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES /
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION &
REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE
TEXTBOOK / REFERENCE
BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

◎ 三好 康夫 理⼯学部

髙畑 貴志 学び創造センター

菅原 武志 データサイエンスセンター

李 冠軍 データサイエンスセンター

授業実施⽅法 主に対⾯（全開講回数の過半数）、⼀部オンライン

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE) データサイエンス活⽤実践PBL

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

⽐重・配分

学習意欲・授業参加度

期末レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

ナンバリングコード

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関連科⽬コー
ド番号 

【COMPUTER LINK /
RELATED COURSES】

授業の概要 

【COURSE SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】
数理、データサイエンス、AI、Matlab、プログラミング、PBL

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES /
REQUIREMENTS】

Matlabを⽤いた画像データ解析を⾏います。未経験者もMatlabを⽤いた解析はできますが、できればプログラミングに対して積極的な意
欲をお持ちの⽅が望ましいです。

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS
ENROLLMENT】

⼤阪⼤学等とのオンライン共同開催による集中講義ですが、グループ学習を主体とした課題探求型の実習形式で数理・データサイエン
ス・AIの基礎を学びます。開講時期は９⽉中を予定しています。

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION &
REVIEW AT HOME】

グループ学習で議論するための基礎知識はE-learningコンテンツを⾃学すること、サンプルを⽤いて⾃⾝でプログラミングすること
が必須です。わからない点をグループ内の議論や教員への質問を通じて解決しつつ⾃主的に学習を進めてください。

教科書・参考書【COURSE
TEXTBOOK / REFERENCE
BOOKS】

ニューラルネットワーク⾃作⼊⾨，Tariq Rashid著，マイナビ出版
MATLAB⼊⾨：https://jp.mathworks.com/help/matlab/getting-started-with-matlab.html 
（2021.7.18参照）
MATLABで学ぶ実践画像・⾳声処理⼊⾨, 伊藤 克亘, 花泉 弘他著，コロナ社

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1 数理・データサイエンス・AIを活⽤した⼀連のプロセスを体験し、それらを活⽤することの意義を理解する

2 仮説や既知の問題が与えられた中で、必要なデータにあたりをつけ、データを収集・分析できる

3 分析結果を元に、起きている事象の背景や意味合いを理解できる

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

専⾨分野に関する知識 論理的思考⼒ 課題探求⼒

情報に関するリテラシー コミュニケーション⼒ 協働実践⼒

第1回

授業概要

1. ガイダンス、社会における数理・データ・AI事例紹介
2. 教師あり学習（サポートベクターマシン、ランダムフォレストなど）の基礎
3. Matlab Onlineの導⼊

第2回

授業概要

データ・AI活⽤企画：課題設定と実データの収集・加⼯
Matlabの使い⽅、プログラムの理解
サンプルの動画ファイルを⽤いて識別器を作成することを⽬指す。
動画認識を活⽤した課題の考案。

第3回
授業概要

動画データの収集、学習データの作成、識別器の構築

第4回
授業概要

動画データの収集、学習データの作成、識別器構築の継続

第5回
授業概要

発表準備  
発表

⽐重・配分

学習意欲・授業参加度 50

期末レポート 50

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

教員の実務経験の有無

授業形態
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年 度

授業コード

授業科⽬

英⽂科⽬名

講義副題

開講責任部署

講義区分

単位数

時間割

講義開講時期

履修開始年次

メディア授業科⽬

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

ナンバリングコード

担当教員

副題【SUBHEADING】

授業の⽬的【COURSE
AIMS】

関連科⽬名、関連科⽬コー
ド番号 

【COMPUTER LINK /
RELATED COURSES】

授業の概要 

【COURSE SUMMARY】

授業科⽬の到達⽬標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】

履修希望学⽣に求めるもの

【PREREQUISITES /
REQUIREMENTS】

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS
ENROLLMENT】

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION &
REVIEW AT HOME】

教科書・参考書【COURSE
TEXTBOOK / REFERENCE
BOOKS】

成績評価の基準と⽅法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

・成績評価は、下に⽰す本学の成績評価基準に基づいて⾏われます。
評
語

評 点 基 準

秀 90点〜100
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準をはるかに上回る成績

優 80点〜89
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、標準的に達成している⽔準を上回る成績

良 70点〜79
点

到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握し、所定の課題について活⽤していると判定でき、標準的に達成してい
る⽔準程度の成績

可 60点〜69
点

標準的に達成している⽔準を下回るが到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などを理解・把握していると判定できる成績

不
可

59点以下 到達⽬標に⽰した知識・技能・考え⽅などが理解・把握できておらず、単位修得にふさわしくないと判定できる成績

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補⾜ 集中講義のため設定しない

⽒ 名 所 属

授業実施⽅法

【テーマ（⽇本語）】(IN JAPANESE)

授業科⽬の到達⽬標

1

2

3

この授業で⾝に
つける「10+1の
能⼒」

⽐重・配分

学習意欲・授業参加度

期末レポート

⽒ 名 曜 ⽇ 時 間 場 所

三好 康夫 - - -

教員の実務経験の有無 無

授業形態 ⼝頭での質疑やディスカッションを含む 授業中や授業時間外のグループワークを含む

63



164



 

265



 

 

 

 

 

366



 

 

 

 

 

 

 

 

467



568



669



770



871



972



1073



1174



1275



1376



1477



1578



1679



1780



1881



1982



2083



2184



2285



2386



2487



2588



2689



2790



2891



2992



3093



3194



3295



3396



3497



3598



3699



37100



38101



39102



2025/05/02 15:33学びの特徴：高知大学農林海洋科学部

1 / 9ページhttps://www.kochi-u.ac.jp/agrimar/japan/feature/index.html#pgmtarget

40103



2025/05/02 15:33学びの特徴：高知大学農林海洋科学部

2 / 9ページhttps://www.kochi-u.ac.jp/agrimar/japan/feature/index.html#pgmtarget
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2025/05/02 15:33学びの特徴：高知大学農林海洋科学部

3 / 9ページhttps://www.kochi-u.ac.jp/agrimar/japan/feature/index.html#pgmtarget

42105
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4 / 9ページhttps://www.kochi-u.ac.jp/agrimar/japan/feature/index.html#pgmtarget
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5 / 9ページhttps://www.kochi-u.ac.jp/agrimar/japan/feature/index.html#pgmtarget
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2025/05/02 15:33学びの特徴：高知大学農林海洋科学部

6 / 9ページhttps://www.kochi-u.ac.jp/agrimar/japan/feature/index.html#pgmtarget
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2025/05/02 15:33学びの特徴：高知大学農林海洋科学部

7 / 9ページhttps://www.kochi-u.ac.jp/agrimar/japan/feature/index.html#pgmtarget
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8 / 9ページhttps://www.kochi-u.ac.jp/agrimar/japan/feature/index.html#pgmtarget
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2025/05/02 15:33学びの特徴：高知大学農林海洋科学部

9 / 9ページhttps://www.kochi-u.ac.jp/agrimar/japan/feature/index.html#pgmtarget

高知大学農林海洋科学部
約1週間前

新人研修用のお弁当を香北町「おすそわけ食堂まど」に受け取りに
きました。
すぐ近くにある、アンパンマンミュージアムに立ち寄り写真撮影。
卒業生が営業している「おすそわけ食堂まど」の情報は下記URLを

高知大学農林海洋科学部
694 4 フォロワーページをフォロー
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